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科 目 名 在宅看護学概論
担 当 者

作山美智子
科目ナンバリング 10504220107 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5205

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 2年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　☑該当なし

ICT活用 □双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
地域包括ケアシステムの構築に向けて地域で生活する人々とのパー
トナーシップに基づき、人々の健康と生活を支えるしくみや理論、在
宅療養者の特徴を理解する。看護の対象者が、その人らしく自立し
た生活を送るための方策について学修する。

【学習の到達目標】
①暮らしを理解し、暮らしが健康に与える影響を学修する。②地域・
在宅看護の対象と活動の基盤となる概念を理解する。③地域で生活
する人々の特徴を理解する。その家族について理解する。

【成績評価方法】
平常点（10％）、課題レポート・小テスト（20％）、定期試験（70％）
で評価する。

【課題等のフィードバック方法】
課題・小テストは確認後、授業時間内で返却する。講義中、終了後、
質問に応じる。

【履修上の注意・予習・復習について】
予習と復習に関する課題をだす。講義を妨げる行為（講義中の教室へ
の出入り・私語・携帯（スマホ）電話・飲食等）は禁止。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
地域で暮らすこと、医療・介護の問題と生活の場における生活支援に
ついて学修できる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を保有し、臨床経験・大学教育経験を十分活かして講義す
る。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 作山美智子 地域・在宅看護の対象の特性 講義の中で適宜指示する 258

2 作山美智子 地域・在宅看護の活動基盤と
なる概念 講義の中で適宜指示する 258

3 作山美智子 地域・在宅看護の対象（療養者・
その家族の理解 講義の中で適宜指示する 258

4 作山美智子 地域・在宅看護の展開 講義の中で適宜指示する 258

5 作山美智子 地域包括ケアシステム 講義の中で適宜指示する 258

6 作山美智子 地域・在宅看護を支える法制
度・社会資源 講義の中で適宜指示する 258

7 作山美智子 地域・在宅看護における感染
予防と倫理的問題 講義の中で適宜指示する 258

教 科 書 臺有佳・石田千絵・山下留理子：地域医療を支えるケア、ナーシング・グラフィカ　地域・在日本看護論①、メディカ出版、
978-4-8404-7543-3

参 考 書 渡辺裕子監：地域・在宅看護論　第 5版　日本看護協会出版会、978-4-8180-2382-6

備 考 特記事項無し
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科 目 名 在宅看護方法論Ⅰ
担 当 者

〇作山美智子・三木　千栄 
　平山　和哉・傍島　智子 
　小池　和幸・名嘉原弥生 
　仙石美枝子・小笠原喜美代

科目ナンバリング 10504320108 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5205

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 60 単 位 必修　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
暮らしの場で行われる治療・看護及び看護の継続について理解し、基本的支
援技術を修得する。

【学習の到達目標】
１．生活の場における看護援助技術を学修する。
２．療養者を支える看護への援助について学修する。
３．訪問看護の技術（終末期ケア・医療的ケアを含む）、感染予防について
学修する。
４．訪問看護師と多職種との連携について学修する。

【成績評価方法】
参加・出席（10％）、レポート（30％）、定期試験（60％）で評価する。

【課題等のフィードバック方法】
課題等は確認後、授業時間内で返却する。

【履修上の注意・予習・復習について】
１．予習と復習に関する課題を出す。
２．携帯（スマートフォン）の使用、私語は禁止。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
生活の場における看護支援技術を学修することができる。日々の暮らしの中
での感染予防について学修できる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を有し、臨床経験を十分に活かして講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 作山・傍島 介護認定ロールプレイ 講義の中で適宜指示する。 65

2 作山・傍島 介護認定ロールプレイ 講義の中で適宜指示する。 65

3 作山・傍島 地域・在宅療養者宅訪問ロールプレイ 講義の中で適宜指示する。 65

4 作山・傍島 地域・在宅療養者宅訪問ロールプレイ 講義の中で適宜指示する。 65

5 作山・傍島 外出・生活拡大と介護予防 講義の中で適宜指示する。 65

6 作山・傍島 外出・生活拡大と介護予防 講義の中で適宜指示する。 65

7 作山・傍島 皮膚排泄ケア：ストーマケア 講義の中で適宜指示する。 65

8 作山・傍島 皮膚排泄ケア：ストーマケア 講義の中で適宜指示する。 65

9 作山・傍島 安楽と安寧：アロママッサージ 講義の中で適宜指示する。 65

10 作山・傍島 安楽と安寧：アロママッサージ 講義の中で適宜指示する。 65

11 作山・傍島 療養者を支える家族の生活力量アセスメント 講義の中で適宜指示する。 65

12 作山・傍島 療養者を支える家族の生活力量アセスメント 講義の中で適宜指示する。 65

13 作山・傍島 介護食、胃婁造設療養者の支援方法 講義の中で適宜指示する。 65

14 作山・傍島 介護食、胃婁造設療養者の支援方法 講義の中で適宜指示する。 65

15 作山・傍島 在宅酸素療法中の看護 講義の中で適宜指示する。 65

16 作山・傍島 在宅酸素療法中の看護 講義の中で適宜指示する。 65

17 作山・傍島 在宅における人工呼吸器装着中の支援方法 講義の中で適宜指示する。 65

18 作山・傍島 在宅における人工呼吸器装着中の支援方法 講義の中で適宜指示する。 65

19 作山・傍島 紙おむつを活用した生活援助 講義の中で適宜指示する。 65

20 作山・傍島 紙おむつを活用した生活援助 講義の中で適宜指示する。 65

21 作山・傍島 地域・在宅におけるレクリエーション 講義の中で適宜指示する。 65

22 作山・傍島 地域・在宅におけるレクリエーション 講義の中で適宜指示する。 65

23 作山・傍島 地域・在宅における感染予防 講義の中で適宜指示する。 65

24 作山・傍島 地域・在宅における感染予防 講義の中で適宜指示する。 65

25 作山・傍島 地域在宅における災害 講義の中で適宜指示する。 65

26 作山・傍島 放射線と地域・在宅看護：飯館村保健師からの講話 講義の中で適宜指示する。 65

27 作山・傍島 放射線と地域・在宅看護：飯館村保健師からの講話 講義の中で適宜指示する。 65

28 作山・傍島 訪問看護の実際：訪問看護師からの講話 講義の中で適宜指示する。 65

教 科 書 ・臺有桂他編：地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア、メディカ出版、第 7版　978-4-8404-7543-3
・臺有桂他編：地域・在宅看護論②　在宅療養を支える技術、メディカ出版、第 2版　978-4-8404-7544-0

参 考 書 別途指示

備 考 なし
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科 目 名 在宅看護方法論Ⅱ
担 当 者

〇作山美智子・傍島　智子 
　仙石美枝子・小笠原喜美代

科目ナンバリング 10504320109 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5205

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 30 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
地域で暮らす人々とその家族への理解を深め、健康レベル・健康課
題について看護過程を展開する。

【学習の到達目標】
１．地域・在宅看護における療養者の健康状態を把握することがで
きる。２．在宅療養者と家族への看護過程の展開ができる。３．地域・
在宅看護におけるリスクマネジメントについて説明ができる。

【成績評価方法】
出席（10％）、レポート・受講態度・発表（20％）、定期試験（70％）
で評価する。

【課題等のフィードバック方法】
課題等は確認後、授業時間内で返却する。授業中、授業後に質問には
対応する。

【履修上の注意・予習・復習について】
・出席は 2/3以上であること。・演習は積極的に参加すること。・授業
中は常識的なマナー（飲食は禁止、私語禁止、携帯・スマホ操作の禁
止）を守ること

【受講して得られる効果・メリット、その他】
地域で暮らす・在宅看護における問題解決思考型アプローチと目標志
向型アプローチについて理解できる。在宅看護における家族、地域の
アセスメントについて理解が深めることができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を有し、臨床経験を十分に活かして講義をする。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 作山美智子
傍島　智子 家族の特徴と家族看護 講義の中で適宜指示する 65

2 作山美智子
傍島　智子

訪問看護制度と訪問看護師、訪問看
護ステーションの開設と管理 講義の中で適宜指示する 65

3 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅における看護過程の展開：
病状病態の変化の予測と自立支援 講義の中で適宜指示する 65

4 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅看護におけるリスクマネ
ジメント 講義の中で適宜指示する 65

5 作山美智子
傍島　智子 要介護療養者の看護過程 講義の中で適宜指示する 65

6 作山美智子
傍島　智子 要介護療養者の看護過程 講義の中で適宜指示する 65

7 作山美智子
傍島　智子 難病療養者の看護過程（ALS） 講義の中で適宜指示する 65

8 作山美智子
傍島　智子

難病療養者の看護過程（パーキンソ
ン病） 講義の中で適宜指示する 65

9 作山美智子
傍島　智子

地域包括ケアシステム構築における
看護職の役割 講義の中で適宜指示する 65

10 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅で療養する療養者の看護
過程
（小児の事例）

講義の中で適宜指示する 65

11 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅で療養する療養者の看護
過程
（慢性閉塞性肺疾患の事例）

講義の中で適宜指示する 65

12 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅で療養する療養者の看護
過程（脳梗塞の事例） 講義の中で適宜指示する 65

13 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅で療養する療養者の看護
過程（認知症の事例） 講義の中で適宜指示する 65

14 作山美智子
傍島　智子

地域・在宅で療養する療養者の看護
過程（精神疾患の事例） 講義の中で適宜指示する 65

教 科 書 在宅療養を支える技術　地域・在宅看護論②臺有桂他編　メディカ出版、2022年、　　　　　　　　　　　　
在宅療養を支えるケア　地域・在宅看護論①臺有桂他編　メディカ出版、2022年　　　　　　　　　　　　　

参 考 書 地域・在宅看護論　尾崎章子、佐野けさ美　編著、医歯薬出版株式会社、2021年　　　　　　　　　　　　　　
備 考 特記事項無し
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科 目 名 在宅看護実習 A
担 当 者

〇作山美智子・傍島　智子 
　仙石美枝子・小笠原喜美代

科目ナンバリング 10504420110 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5205

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・後期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 90 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
地域で暮らす人々の生活圏を訪問して暮らしを理解し、暮らしが健
康に与える影響を理解する。
病棟と外来、外来と地域、病棟と地域など、対象への継続看護が行
われるための多職種を含めた連携・協働のシステムの実際を学修す
る。

【学習の到達目標】
1．地域で生活している在宅療養者とその家族を理解する。
2．在宅で生活している療養者とその家族の看護支援ができる。
3．在宅療養を支える他職種・多機能の役割と連携・協働について理
解する。

【成績評価方法】
「在宅看護実習評価表」を用いて、臨床実習指導者と実習担当教員が
評価し、60％以上を合格とする。

【課題等のフィードバック方法】
実習中（カンファレンス等）に質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
真摯な態度で実習に臨むこと。在宅看護実習では療養者宅を訪問する
ため、マナーが最重要である。
既習の知識・技術を振り返り、実習に臨むこと。
事前・最終課題（課題内容は実習要項参照）は指定された期限内に提
出すること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
地域における人々の生活・健康課題に着目する広い視野を得ることが
できる。病院とは異なり、地域に密接した看護の実際を学ぶことがで
きる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を有し、臨床経験を十分に活かして講義する。

授 業 計 画
1．学内オリエンテーション、事前学習
2．訪問看護ステーション実習
・訪問看護ステーション実習では 1人の療養者を受け持ち、看護過程を展開する。
3．看護小規模多機能居宅介護、認知症対応型共同生活介護、通所リハビリテーション、通所介護等の事業所（2～ 3事業所）での実習。
・実習中は施設においてカンファレンスを行い、振り返りを行う。
・実習中は、実習記録をまとめ、翌日の事前学習（予習）を行う。
4．2週目の帰校日は、学内で学びを共有し、学習の深まりを目的としたカンファレンスを行う。   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 臺有桂他編．ナーシング・グラフィカ在宅看護論①地域療養を支えるケア、メディカ出版
臺有桂他編．ナーシング・グラフィカ在宅看護論②在宅療養を支える技術、メディカ出版

参 考 書 河野あゆみ編．強みと弱みからみた在宅看護過程、医学書院
備 考 特になし
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科 目 名 公衆衛生看護学概論（2022年度入学者用）
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
科目ナンバリング 10504222109 常勤・非常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5206,1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 1年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
公衆衛生看護は、地域で生活する個人・家族・集団・コミュニティ
を対象として人々の健康生活と生活環境づくりの支援を目的とする。
保健師は、地域全体の健康増進と疾病予防をめざし、そのために地
域の特性や健康課題を見出し、住民や関係者・関係機関と協働しな
がら活動を展開していくことを学ぶ。

【学習の到達目標】
1.公衆衛生看護の理念と目的や機能について理解する。
2.公衆衛生看護活動の方法について理解する。
3.地域保健活動における事業化と政策化の視点を持つことができる。

【成績評価方法】
平常点 10％、期試験 70%、課題レポート 20%

【課題等のフィードバック方法】
課題についての解説などは講義終了時または次授業でフィードバック
を行う。

【履修上の注意】
やむをえず欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をすること。予習、復習
を行う。保健福祉や看護などについての新聞、ニュースを読むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
・公衆衛生看護の基本理念と目標を理解することができる。
・地域においても様々な保健・看護活動を展開していることが理解で
きる。
・地域を基盤とした疾病予防の考え方や健康を向上させる行動を学ぶ
ことで学生自身の健康関連行動の特性に目を向けるようになる。そし
て、自分の住む地域にも視野を広げることができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護の定義と目的・
活動 教科書の該当ページを予習する。配布プリント等を復習する。 258

2 大友　美恵
佐々木明子

公衆衛生看護の対象と活動方
法 教科書の該当ページを予習する。配布プリント等を復習する。 258

3 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護の対象と活動の
展開 教科書の該当ページを予習する。配布プリント等を復習する。 258

4 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護の歴史と地域保
健の法律 教科書の該当ページを予習する。配布プリント等を復習する。 258

5 大友　美恵　
佐々木明子

公衆衛生看護活動の展開：地
域の活動把握① 市町村の地域の特性と保健活動を把握し、まとめる。 258

6 大友　美恵
佐々木明子

公衆衛生看護活動の展開：地
域の活動把握② 市町村の地域の特性と保健活動を把握し、まとめる。 258

7 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護活動の実際：地
域の特性に応じた活動 市町村の地域の特性と保健活動を把握し、まとめる 258

教 科 書 標準保健師講座 1　公衆衛生看護学概論　第 6版　医学書院　

参 考 書 丸善出版、メデｲカルビジョン、：DVD　地域看護学概論
丸善出版、メデｲカルビジョン：DVD　ヘルスプロモーションの展開

備 考 毎回出席をとる。各自学習の振り返りを行う
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科 目 名 公衆衛生看護学概論（2021年度以前入学者用）
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
科目ナンバリング 10504220112 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5206, 1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 1年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 必修　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
公衆衛生看護は、地域で生活する個人・家族・集団・コミュニティ
を対象として人々の健康生活と生活環境づくりの支援を目的とする。
保健師は、地域全体の健康増進と疾病予防をめざし、そのために地
域の特性や健康課題を見出し、地域に即した活動を展開していくこ
とを学ぶ。

【学習の到達目標】
1.公衆衛生看護の理念と目的や機能について説明できる。
2.公衆衛生看護活動の実際について分野に説明ができる。
3.保健師活動における事業化と政策化の視点を持つことができる。

【成績評価方法】
平常点 10%、定期試験 70%、課題レポート 20%

【課題等のフィードバック方法】
課題についての解説などは講義終了時または次授業でフィードバック
を行う。

【履修上の注意】
やむをえず欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をすること。予習、復習
を行う。保健・医療や看護などについての新聞、ニュースを読むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
・公衆衛生看護の基本理念と目標を理解することができる。
・看護活動が病院のみならず、地域においても様々な活動を展開して
いることが理解できる。
・地域を基盤とした疾病予防の考え方や健康を向上させる行動を学ぶ
ことで学生自身の健康関連行動の特性に目を向けるようになる。そし
て、自分の住む地域にも視野を広げることができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護の定義と目的・活動　 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

2 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護の対象と活動方法　　　　　　　教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

3 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護の対象と活動方法　　　教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

4 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護の歴史 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

5 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護の法律 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

6 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護活動の展開の基盤 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

7 佐々木明子
大友　美恵 対象としての個人・家族 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

8 佐々木明子
大友　美恵 対象としての集団・地域 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

9 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護活動の場 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

10 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護の展開方法 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

11 佐々木明子
大友　美恵 健康危機管理 教科書の該当ページを予習する。配布プリントを復習する。 258

12 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護活動の展開：地域の
保健活動の把握① 市町村の地域の特性と保健活動を把握し、まとめる。 258

13 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護活動の展開：地域の
保健活動の把握② 市町村の地域の特性と保健活動を把握し、まとめる。 258

14 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護活動の実際：地域の
特性に応じた活動 市町村の地域の特性と保健活動を把握し、まとめる。 258

教 科 書 標準保健師講座 1　公衆衛生看護学概論　第 5版　医学書院　　

参 考 書
丸善出版、メディカルビジョン：DVD　地域看護学概論
丸善出版、メディカルビジョン：DVD　ヘルスプロモーションの展開
丸善出版、メディカルビジョン：DVD　新潟県中越沖地震にみる災害看護活動

備 考 その他の参考書は適宜紹介する。
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科 目 名 公衆衛生看護方法論Ⅰ
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
　大槻　　文・大堀　せつ
　酒井美智子

科目ナンバリング 10504320113 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5206,  1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 2年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
保健師の公衆衛生看護活動について、「ヘルスプロモーション（地域
の健康づくり）」「リスクを抱える人々への保健活動」「健康危機管理」
等について学ぶ。また、活動の理念、活動の基盤となる法的制度・
根拠を理解し、理論と方法の基礎を学ぶ。

【学習の到達目標】
1.地域における保健師活動の業務に関する概念・理論・方法を理解
する。
2.ライフステージの特性を踏まえ、地域において展開される母子保
健活動、成人保健活動・高齢者保健活動、精神保健活動、障害者保
健活動、難病保健活動、感染症保健活動、歯科保健活動、地域包括
ケア、健康危機管理対策、災害保健活動等についての具体的な方法
を理解する。

【成績評価方法】
平常点 20%、定期試験 80%

【課題等のフィードバック方法】
講義終了後、質問を受け付け回答する。

【履修上の注意】
予習、復習を行う。保健・医療・看護などについての新聞、ニュース
を読むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
・公衆衛生看護における保健師の活動の概要を学ぶことで、地域の健
康に関する保健活動の展開と行政との関連を理解することができる。
・地域における保健活動の意義と目的、法的根拠、方法論の基礎を学
ぶことができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1
酒井美智子
大友　美恵
佐々木明子

母子保健活動の目的と活動の展開－妊産
婦への保健活動－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

2
酒井美智子
大友　美恵
佐々木明子　

母子保健活動の展開－乳幼児、ハイリス
ク母子への活動－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

3
酒井美智子
大友　美恵 成人保健活動 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

4 大槻　　文 高齢者保健活動の概要－高齢者の生活と
保健活動－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

5 大槻　　文 高齢者保健活動―介護予防、虐待防止等 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

6 大槻　　文 高齢者を支える仕組みー地域包括ケアー 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

7
大堀　せつ
大友　美枝
佐々木明子

障害者保健活動 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

8
大堀　せつ
大友　美枝
佐々木明子

精神保健福祉活動 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

9
酒井美智子
大友　美恵
佐々木明子

歯科保健活動 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

10 未定 難病保健活動 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

11 未定 健康危機管理・感染症保健活動 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

12
佐々木明子
大友　美恵 地域の特徴ある活動についてまとめ① 教科書の該当ページを読み予習する。自治体の公的ホームぺージ等から保健事

業等の情報を収集する。 258

13
大槻　　文
佐々木明子
大友　美恵

地域の特徴ある活動についてまとめ②発
表

教科書の該当ページを読み予習する。自治体の公的ホームぺージ等から保健事
業等の情報を分析・まとめる。 258

14
酒井美智子
大友　美恵
佐々木明子

地域の特徴ある活動について③発表 教科書の該当ページを読み予習する。自治体の公的ホームぺージ等から保健事
業等の情報を分析。まとめる。 258

教 科 書 標準保健師講座 3　対象別公衆衛生看護活動　第 4版　医学書院

参 考 書 国民衛生の動向　最新版　厚生労働統計協会

備 考 各自で学習の振り返りを行う。
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科 目 名 公衆衛生看護方法論Ⅱ
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
　大堀　せつ・酒井美智子
　伊藤　由佳

科目ナンバリング 10504320114 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5206,   1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 60 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
保健師は、多様な対象に専門的な知識や技術を提供し、人々の主体的な健康課題の
解決を支援している。保健指導の根拠となる法的制度、対象、目的、方法、技術を
学び、代表的な技術である「健康診査」「健康相談」「家庭訪問」「健康教育」「地区
組織活動」、「グループ支援」についての演習を行う。

【学習の到達目標】
1.健康診査・健康相談の対象・目的・方法を理解し、実践できる。
2.家庭訪問の対象・目的・方法を理解し、実践できる。
3.健康教育の対象・目的・方法を理解し、実践できる。
4.地区組織活動を理解できる。
5.グループ支援を理解できる。

【成績評価方法】
演習 50%、定期試験 50%

【課題等のフィードバック方法】
課題についての解説などは講義終了時または次授業でフィードバックを行う。

【履修上の注意】
予習、復習を行う。医療や看護などについての新聞、ニュースを読むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
「健康相談」、「健康診査」、「健康教育」、「家庭訪問」、「地区組織活動」、「グループ支援」
等の実践演習を繰り返しで行うことで、保健活動に必要な技術を習得できる。

【実務家教員担当科目】
公衆衛生看護の経験を十分活かしながら講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）
1 佐々木明子・大友　美恵 公衆衛生看護の対象と方法 公衆衛生看護の対象と保健指導、関連理論についてまとめる 65

2 佐々木明子・大友　美恵 公衆衛生看護の対象と方法 公衆衛生看護の対象と保健指導についてまとめる 65

3 佐々木明子・大友　美恵 健康診査の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

4 佐々木明子・大友　美恵 健康診査の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

5 佐々木明子・大友　美恵 健康診査の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

6 佐々木明子・大友　美恵 健康診査の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

7 大堀　せつ・大友　美恵・佐々木明子　健康相談の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

8 大堀　せつ・大友　美恵・佐々木明子 健康相談の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

9 大堀　せつ・大友　美恵・佐々木明子　　健康相談の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

10 大堀　せつ・大友　美恵　佐々木明子　　健康相談方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

11 佐々木明子・佐々木明子　　 健康教育の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

12 酒井美智子・大友　美恵・佐々木明子　　健康教育演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

13 酒井美智子・大友　美恵・佐々木明子　　健康教育演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

14 伊藤　由佳・大友　美恵・佐々木明子　　健康教育演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

15 伊藤　由佳・大友　美恵・佐々木明子　　健康教育演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

16 佐々木明子・大友　美恵 健康教育演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

17 佐々木明子・大友　美恵 健康教育－発表－ 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

18 佐々木明子・大友　美恵 健康教育－発表－ 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

19 佐々木明子・大友　美恵 家庭訪問の方法 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

20 佐々木明子・大友　美恵 家庭訪問演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

21 伊藤　由佳・大友　美恵・佐々木明子 家庭訪問演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

22 伊藤　由佳・大友　美恵・佐々木明子 家庭訪問演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

23 酒井美智子・大友　美恵・佐々木明子 家庭訪問演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

24 酒井美智子・大友　美恵・佐々木明子 家庭訪問演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

25 佐々木明子・大友　美恵 地区組織活動 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

26 佐々木明子・大友　美恵 グループ支援・組織化演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

27 佐々木明子・大友　美恵 グループ支援・組織化演習・グループワーク 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

28 佐々木明子・大友　美恵 地区組織活動・グループ支援・組織化のまとめ 対象・目的・理論・展開方法をまとめる 65

教 科 書 標準保健師講座２　公衆衛生看護技術　医学書院

参 考 書 必要時提示する。

備 考 各自で学習の振り返りを行う。
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科 目 名 公衆衛生看護方法論Ⅲ
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
科目ナンバリング 10504320115 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5206,1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 60 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
地域診断の概念を理解し、地域の健康問題に取り組むための理論、知識、方法について学習する。
実際に既存資料と地区視診による情報収集・アセスメントを行って地域の健康課題を抽出し、
発表する。
地域の事業計画のうち保健師が策定する事業計画および、事業計画の上位の計画である自治体
の保健計画等の策定と施策・予算の仕組みについて学習する。

【学習の到達目標】
1.地域診断の概念、理論、知識、方法について理解し、実践できる。
2.地域の健康課題を明らかにし、活動方法について検討できる。
3.自治体の保健事業計画等の策定と施策・予算のしくみについて理解できる。

【成績評価方法】
演習 60%、定期試験 40%

【課題等のフィードバック方法】
課題についての解説などは講義終了時または次授業でフィードバックを行う。

【履修上の注意】
やむをえず欠席・遅刻する場合は必ず連絡すること。
予習、復習すること。医療や看護などについての新聞のニュースを読むこと

【受講して得られる効果・メリット、その他】
実際に地区視診を行って情報収集・アセスメントを展開することで、保健師活動の基盤となる
地域を捉える視点と能力を養うことができる。また、地域診断の一連のプロセスを理解するこ
とができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 佐々木明子・大友　美恵 公衆衛生看護活動の展開における地
域診断

教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布したプリントを繰り返し復習す
る。 65

2 佐々木明子・大友　美恵 地域診断に活用できる理論モデル 教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布したプリントを繰り返し復習す
る。 65

3 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康課題の抽出）

教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布したプリントを繰り返し復習す
る。 65

4 佐々木明子・大友　美恵 公衆衛生看護活動の計画・実践・評
価

教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布したプリントを繰り返し復習す
る。 65

5 佐々木明子・大友　美恵 計画策定・事業化と予算 教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布したプリントを繰り返し復習す
る。 65

6 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（情報収集）

教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布したプリントを繰り返し復習す
る。 65

7 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（情報収集） 教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布プリントを繰り返し復習する。 65

8 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（地区踏査） 教科書の地域診断のページを事前に読んで、地域の情報を収集する。 65

9 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（地区踏査） 教科書の地域診断ページを事前に読んで、地域の情報を収集する。 65

10 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（マッピング） 教科書の地域診断のページを事前に読んで予習する。配布プリントを繰り返し復習する。 65

11 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康課題の抽出） 情報収集を各自で行い、健康課題をまとめる。検討した内容を集約する。 65

12 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康課題の抽出） 情報収集を各自で行い、健康課題をまとめる。検討した内容を集約する。 65

13 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（事業化） 情報収集を各自で行い、事業化を検討する。 65

14 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（事業化） 情報収集を各自で行い、事業化を検討する。 65

15 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育立案） 地区踏査で得られた情報をまとめる。検討した内容を集約する。 65

16 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育立案） 地区踏査で得られた情報をまとめる。検討した内容を集約する。 65

17 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育準備・媒体作成） 健康教育に必要な情報をまとめてる。内容を集約する。 65

18 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育準備・媒体作成） 健康教育に必要な情報をまとめる。検討した内容を集約する。 65

19 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育準備・媒体作成） 健康教育に必要な情報をまとめる。検討した内容を集約する。 65

20 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育・発表） 健康教育の発表に必要な情報をまとめる。プレゼン用の資料や原稿を読んでくる。 65

21 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育・発表） プレゼン用の資料や原稿を読んでくる。発表練習を行ってくる。 65

22 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
（健康教育・発表） プレゼン用の資料や原稿を読んでくる。発表練習を行ってくる。 65

23 佐々木明子・大友　美恵 地域診断まとめ 既存資料、地区踏査情報等をまとめる。 65

24 佐々木明子・大友　美恵 地域診断まとめ 既存資料、地区踏査情報等をまとめる。発表資料の作成を行う。 65

25 佐々木明子・大友　美恵 地域診断まとめ 発表資料を事前に確認する。 65

26 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
発表、まとめ 発表資料を事前に確認してくる。発表後の学びや評価をまとめる。 65

27 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
発表、まとめ 発表資料を事前に確認する。発表後の学びや評価をまとめる。 65

28 佐々木明子・大友　美恵 地域診断
発表、まとめ 発表資料を事前に確認する。発表後の学びや評価をまとめる。 65

教 科 書 標準保健師講座　公衆衛生看護学概論　医学書院
参 考 書 国民衛生の動向、厚生労働統計協会
備 考 実際に地区に出向く際、服装やマナーに細心の注意を払うこと。
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科 目 名 産業保健支援論
担 当 者

〇未定・児玉美代子・小宮山亜矢
科目ナンバリング 10504320116 非常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 非常勤講師室
学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
健康と職業の両立を支える産業保健活動の実際と、労働者の健康の
維持増進のための看護支援の方法について学ぶ。

【学習の到達目標】
労働者の健康の維持増進のために必要な知識を得る。
産業保健の動向と現状を理解し、健康課題を認識し、看護実践のた
めの考え方を修得する。

【成績評価方法】
平常点 20%、定期試験 80%

【課題等のフィードバック方法】
講義終了後、質問を受け付け回答する。

【履修上の注意】
予習、復習を行う。医療・看護などについての新聞、ニュースを読む
こと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
労働者の健康の維持・増進のための知識を得て、産業保健活動の展開
に役立てることができる。

【実務家教員担当科目】
産業保健の経験を活かして、講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 未定 地域保健における産業保健の
定義・位置づけ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

2 未定 産業保健活動の場と対象 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

3 未定 労働者の生活と産業保健・産
業看護の実態 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

4 未定 産業保健の基本と産業看護活
動－産業疲労の予防等－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

5 未定 産業保健の基本と産業看護活
動－リスクアセスメント等－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

6 未定 産業保健の基本と産業看護活
動－職業性疾患等－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

7 未定 産業保健の基本と産業看護活
動－作業関連疾患等－ 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

8 未定 保健・医療・福祉従事者の健
康課題と対応 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

9 未定 産業看護活動の実際 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

10 未定 産業看護活動の実際 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

11 児玉美代子 産業看護活動の実際 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

12 小宮山亜矢 産業看護活動の実際 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

13 小宮山亜矢 産業看護活動の実際 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

14 未定 産業看護活動の展望 教科書の該当ページを読み予習する。配布プリントを復習する。 258

教 科 書 産業看護学　日本看護協会出版会
標準保健師講座 3　対象別公衆衛生看護活動、医学書院

参 考 書 国民衛生の動向　最新版　公衆衛生協会
備 考 各自学習の振り返りを行う。
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科 目 名 学校保健支援論
担 当 者

菱沼　ゆう
科目ナンバリング 10504320117 非常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 非常勤講師室
学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
学校保健の全体像を理解し、子どもの健康を守り育てる学校保健に
関して、教育的観点を踏まえて歴史的、実践的に学ぶ。

【学習の到達目標】
学校保健の教育現場における領域構造や内容を通じて、養護教諭の
仕事を理解する。

【成績評価方法】
授業の参加状況 20％　　課題 30％　　定期試験 50％

【課題等のフィードバック方法】
事前・事後課題の内容を、授業内で紹介する。

【履修上の注意】
欠席の場合は、必ずメールで連絡をすること。学校保健の内容の理解
を深めるため事前・事後課題には、必ず取り組むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
園児・児童・生徒の心と体の健やかな成長を育む学校保健の全容を理
解し、演習を通し養護教諭の実践力を培うことができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、養護教諭免許を有し、養護教諭の経験を活かして講義す
る。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 菱沼　ゆう 授業ガイダンス　　学校教育における
学校保健の意義と目的 事後課題（授業振り返り） 258

2 菱沼　ゆう 保健組織活動①関連法規・学校保健の
構造と学校保健計画 ・保健室経営計画 事前課題（関連法規）　　事後課題（授業振り返り） 258

3 菱沼　ゆう
保健組織活動②学校保健委員会とその
構成メンバー・児童生徒保健委員会活
動

事前課題（組織活動）　　事後課題（授業振り返り） 258

4 菱沼　ゆう 保健組織活動③養護教諭制度の沿革と
養護教諭に求められる役割 事前課題（養護教諭の職務）事後課題（授業振り返り） 258

5 菱沼　ゆう 保健管理①健康診断（法的根拠、健康
診断の種類） 事前課題（健康診断）　　事後課題（授業振り返り） 258

6 菱沼　ゆう 保健管理②子ども達の発育発達、疾病
異常、発達障害を支える 事前課題（成長曲線）　　事後課題（授業振り返り） 258

7 菱沼　ゆう 保健管理③現代的な子ども達を取り巻
く健康問題への対応（いじめなど） 事前課題（アレルギー）　事後課題（授業振り返り） 258

8 菱沼　ゆう 保健管理④健康観察・健康相談・疾病
の管理 事前課題（事例研究）　　事後課題（授業振り返り） 258

9 菱沼　ゆう 保健管理⑤応急処置法・安全管理・東
日本大震災直後の子ども達の様子 事前課題（災害時の対応）　　事後課題（授業振り返り） 258

10 菱沼　ゆう 保健管理・保健教育⑥学校における感
染症と感染予防 事前課題（感染症）　　　事後課題（授業振り返り） 258

11 菱沼　ゆう 保健管理・保健教育⑦学校環境衛生の
法的根拠と基準 事前課題（環境衛生）　　事後課題（授業振り返り） 258

12 菱沼　ゆう 保健教育①現代の子ども達の健康課題
と求められる教育（性教育・がん教育）事前課題（保健指導）　　事後課題（授業振り返り） 258

13 菱沼　ゆう 保健教育②個別指導 ・保健だより 事前課題（保健だより）事後課題（授業振り返り） 258

14 菱沼　ゆう 保健教育③学級における保健指導　　　　　
学校保健支援論のまとめ 事前課題（学校保健支援論まとめ）事後課題（授業振り返り） 258

教 科 書 標準保健師講座　対象別公衆衛生看護活動　医学書院
参 考 書 学校保健実務必携　第５次改訂版　　　
備 考 その他の参考書は適宜提示する。
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科 目 名 保健医療福祉行政論
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
科目ナンバリング 10504320118 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5206,  1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
保健師として公衆衛生看護を実践する上で必要となる保健医療福祉
行政のしくみやその歴史、保健医療福祉計画の策定・評価などにつ
いて具体的に理解する。

【学習の到達目標】
1.保健医療福祉行政の基本的な考え方を理解する。
2.保健医療福祉行政のしくみ、財政を理解する。
3.保健医療福祉行政の変遷とその背景を理解する。
4.保健医療福祉計画と評価について理解する。
5.保健医療福祉行政と保健師の活動を理解する。

【成績評価方法】
毎回授業に出席すること。課題提出、定期試験等、総合的に評価する。
平常点 20％、定期試験 80％

【課題等のフィードバック方法】
講義終了後、質問を受け回答する。

【履修上の注意】
やむをえず欠席・遅刻する場合は必ず連絡すること。予習・復習を行
うこと。
保健医療福祉、看護についての新聞、ニュースを読むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
これまでの保健医療福祉行政の成り立ちと背景を知り、今後の保健師
の活動の方向性を理解することができる。公衆衛生看護活動の実践の
ための法的根拠や制度を知ることができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政の基本－国民の
権利、ヘルスプロモーション等－　教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

2 佐々木明子
大友　美恵 保健医療福祉行政の動向 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

3 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政・財政の理念と
仕組み 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

4 佐々木明子
大友　美恵

行政における保健活動と保健師の
役割－国・都道府県－ 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

5 佐々木明子
大友　美恵

行政における保健活動と保健師の
役割－市町村－ 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

6 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政の関係法令－母
子保健・児童虐待防止等－ 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

7 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政の関係法令－生
活習慣病予防・高齢者保健福祉・
認知症施策等－

教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

8 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政の関係法令－障
害児者・精神保健・難病施策等－ 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

9 佐々木明子
大友　美恵 保健医療福祉計画と評価 教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

10 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉計画と評価ー保健医
療福祉行政の新たな課題と政策の
発展－

教科書の該当ページを読んで予習しておく。配布したプリントを復習する。 258

11 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政と保健師活動の
実際 保健医療福祉行政の制度や活動を調べ、まとめる。 258

12 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉行政と保健師活動の
実際 保健医療福祉行政の制度や活動を調べ、まとめる。 258

13 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉の計画と評価の実際
の発表① 保健医療福祉行政の制度や活動を調べ、まとめる。 258

14 佐々木明子
大友　美恵

保健医療福祉における政策形成の
実際の発表②とまとめ 保健医療福祉行政の制度や活動を調べ、まとめる。 258

教 科 書 標準保健師講座　別巻１　保健医療福祉行政論　医学書院
国民衛生の動向　最新版 厚生労働統計協会

参 考 書 これからの保健医療福祉行政論、第 3版、日本看護協会出版会
備 考 その他の参考書は適宜提示する。
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科 目 名 公衆衛生看護管理論
担 当 者

〇佐々木明子・大友　美恵
科目ナンバリング 10504320119 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5206,   1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
保健福祉計画の策定と予算の仕組み、地域全体が暮らしやすい地域
になるための公衆衛生看護の管理機能について学ぶ。人、もの、金、
情報、時間、組織等の資源を効率的・効果的に活用して、有効なケ
アを提供するための計画、組織化、指示の与え方、使える資源の統
制という公衆衛生看護管理の一連のプロセスを学ぶ。
健康危機管理は、日常の公衆衛生看護活動の取り組みが土台となる。
危機発生時に求められる機能・役割について学ぶ。

【学習の到達目標】
１保健師の実践活動を公衆衛生看護管理機能の側面から理解する。
２地域の健康危機管理の概念、活動体制と保健師の果たす機能・役
割について理解する。

【成績評価方法】
平常点 20%、定期試験 80%

【課題等のフィードバック方法】
講義終了後、質問を受け付け回答する。

【履修上の注意】
やむをえず欠席・遅刻する場合は必ず連絡すること。予習、復習を行
う。医療・看護などについて新聞のニュースを読むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
　地域で活動する保健師に求められる公衆衛生看護管理について理解
することができる。
　近年多発する災害など健康危機的状況時に求められる保健師の機
能・役割について理解することができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護管理　目的と機能 教科書の該当ページを読んで予習する。配布したプリントを復習する。 258

2 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護管理　情報管理　事
例管理と地区管理 教科書の該当ページを読んで予習する。配布したプリントを復習する。 258

3 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護管理　健康危機管理 教科書の該当ページを読んで予習する。配布したプリントを復習する。 258

4 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護管理　業務管理と組
織運営管理、人材管理（人事管理）
と予算管理

教科書の該当ページを読んで予習する。配布したプリントを復習する。 258

5 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護管理の実際－人材育
成－ 公衆衛生看護管理の人材育成の実際について、調べ、まとめる。 258

6 佐々木明子
大友　美恵 公衆衛生看護管理の現状　発表 公衆衛生看護管理の現状を調べ、まとめる。 258

7 佐々木明子
大友　美恵

公衆衛生看護管理の現状　発表、
まとめ 公衆衛生看護管理の現状を調べ、まとめる。 258

教 科 書 標準保健師講座　公衆衛生看護学概論　医学書院
参 考 書 丸善出版、メデｲカルビジョン：　DVD　公衆衛生看護管理
備 考 その他の参考書は適宜提示する。
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科 目 名 看護管理学Ⅰ
担 当 者

太田　晴美
科目ナンバリング 10504320123 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 1214

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 必修　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
看護職は、看護援助の提供にかかわる看護知識・技術と共に、態度形成が必
須となる。ここでは、看護管理についての歴史的背景と基本的な理論や考え
方から、現代の看護管理についての課題や管理手法についての実際について
学修する。

【学習の到達目標】
1.看護管理の基礎的理論について理解する。
2.看護管理の法的側面、経済的側面、人的側面について理解する。
3.看護活動そのものが専門職者としての自己成長に深く関わると説明でき
る。

【成績評価方法】
授業課題：30％　最終課題（試験形式）：70％　

【課題等のフィードバック方法】
成績は UNIPAで成績公開する（回答は原則返却しない）。授業課題は授業時
間内または Google Classroomでフィードバックする。

【履修上の注意・予習・復習について】
自ら発問し課題解決をすること。随時課題を提示するので、提出時間・提出
方法厳守。
遅刻・早退は授業開始の 30分までとし、2回遅刻早退した場合は 1回の欠席
とみなす。
携帯電話、私語禁止（マナー違反の場合は退席を求める）。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
1.看護管理の基礎的理論、手法を学ぶことにより看護職者としての、効率的、
効果的な看護提供のあり方を理解することができる。
2.看護をめぐる現状や課題を理解し、課題追求の態度を形成できる。

【実務家教員担当科目】
臨床実践、看護管理（コンサルティング）経験並びに継続教育経験を、授業
の一例として考える機会を与える。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 太田　晴美 コースガイダンス
自己目標の設定

ポートフォリオ、自己目標（大学生として学び続ける自分自身の目標と行動計画）
を立案する。 258

2 太田　晴美 管理とは何か
看護管理の概念と目的 ①管理、②看護管理、③セルフマネジメントについて調べ、自己の考えをまとめる 258

3 太田　晴美 マネジメントの変遷
看護を取り巻く諸制度 教科書ｐ 2-13、教科書ｐ 166-216をよく読み、まとめること 258

4 太田　晴美 安全管理（ｐ 23-41）
安全管理のしくみ、医療事故対策

医療安全管理者についてまとめる
災害時の医療提供についてまとめる 258

5 太田　晴美
ケアマネジメント
看護実践に必要な基準・手順等の整備
と活用／情報マネジメント

教科書ｐ 51-62について復習する。
基準、手順、クリニカルパスについてまとめる 258

6 太田　晴美 セルフマネジメント　タイムマネジメ
ントと優先順位 タイムマネジメントを実際に検討する 258

7 太田　晴美
看護サービスマネジメント①
組織・職位・職務／施設設備環境・物
品マネジメント

教科書ｐ 78-95、110-121
組織、組織構造、職位と職務をまとめる 258

8 太田　晴美

看護サービスマネジメント②チーム
ナーシング、プライマリーナーシング、
機能別看護、パートナーナースシップ
についてまとめる

教科書 p91-95を復習する
看護提供システムについてまとめる 258

9 太田　晴美 看護サービスマネジメント③
サービスの評価 サービスの評価についてまとめる 258

10 太田　晴美 人的資源管理採用から退職まで、労働
環境／勤務体制 教育／労働環境（時間、休暇、賃金等）／勤務体制（交替勤務）についてまとめる 258

11 太田　晴美

組織運営の技術
リーダーシップ、コンフリクトマネジ
メントマネジメントに必要な知識と技
術

リーダーシップ、コンフリクトマネジメントについてまとめる 258

12 太田　晴美
看護職のキャリアマネジメント
看護職のキャリア、教育、専門性の高
い看護師

モチベーションとストレスマネジメントについてまとめる 258

13 太田　晴美
セルフマネジメント②
自分の目標について再検討する（ディ
スカッション）

自分自身最初に立案した目標を評価し、再修正する。 258

14 太田　晴美 まとめ・最終課題 看護管理課題をを考察する 258

教 科 書 看護管理　看護の統合と実践１　上泉和子・小山秀夫・筧淳夫・鄭佳紅編　医学書院、2018

参 考 書 看護管理学　自律し協働する専門職の看護マネジメントスキル　第 2版　手島恵・藤本幸三　南江堂　2018
医療安全　多職種でつくる患者安全をめざして　山内豊明・荒井有美　南江堂　2018

備 考 積極的な質問や意見を歓迎します。
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科 目 名 チーム医療論
担 当 者

太田　晴美
科目ナンバリング 10504320125 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 1214

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
メディカルスタッフがお互い連携することで人間中心の医療を実現
する。そのためのチーム医療のシステム・そのあり方を学ぶ。メディ
カルスタッフが各々の役割を認識し、問題点を共有すること、療養
目標を共有し、緻密な連携・協働の必要性を認識する。

【学習の到達目標】
チーム医療のシステムにおけるメディカルスタッフ各々の役割を認
識できる。
連携及び協働しチーム医療を実践する基盤ができる。

【成績評価方法】
授業課題：20％　最終課題（試験形式）：80％　

【課題等のフィードバック方法】
総合成績は UNIPAで公開する。課題は授業時間内または Google 
Classroomでコメント・フィードバックする。最終課題の回答は返却
しない。

【履修上の注意・予習・復習について】
30分以上の遅刻早退は欠席とみなす。チームの一員として授業に参
加すること。
私語、携帯電話禁止（マナー違反は退室）。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
他専門職と連携及び協働し、チーム医療の機能を向上させ、看護実践
できる能力の習得が期待できる。

【実務家教員担当科目】
臨床実践（病院看護師、国際医療等）でチーム医療を実践してきた教
員が、実際の場面を一教材としてチーム医療のメリット・デメリット
を教授する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 太田　晴美 チームとは何か、チーム医療
の概念 チーム医療の概念をまとめる 258

2 太田　晴美 チームアプローチの要素と機
能 チームとは何か、目標立案の重要性についてまとめる 258

3 太田　晴美 チーム医療に関わる職種の理
解（ディスカッション） チーム医療の専門職や医療施設内での種類と役割についてまとめる 258

4 太田　晴美
チーム医療実践に必要な相互
関係と連携
患者医療者関係

医療施設内での様々な専門職との組織連携、患者ー医療者関係についてまと
める 258

5 太田　晴美 チーム医療に必要なスキル
（ディスカッション） 医療チーム内での看護師の役割や調整の方法についてまとめる 258

6 太田　晴美 チーム医療活動の実際① チーム医療活動は実際にどのように行われているのか考察する
チーム医療のピットフォールについて検討する 258

7 太田　晴美 まとめ（チーム医療の展望）
最終課題（試験形式） チーム医療の課題と将来への展望を考える 258

教 科 書 随時資料を配布する

参 考 書
実践チーム医療論　水本清久他編著　医歯薬出版
新しいチーム医療論　田村由美編著　看護の科学社
チーム医療論　鷹野和美　編著　　　医歯薬出版

備 考 社会背景、高度医療、地域医療福祉の充実にチーム医療は欠くことができません。チームとは何か、チームにおける看護
の役割とは何か考え・行動する力を養いましょう。



看
護
学
科
　
統
合
科
目

108─ ─ 109

科 目 名 看護研究論
担 当 者

〇桑名　行雄・庄子　幸恵 
　大池　真樹・鈴木　祐子 
　宮下　真子・松田　優二 
　村上　大介・荒木とも子 
　祥雲　直樹・大庭　みよ

科目ナンバリング 10504320129 常勤
D P 1,4 教員研究室 1309

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　☑該当なし

ICT活用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
看護研究の意義と目的、看護研究の方法、研究倫理、文献検索、論
文作成、研究発表方法について学ぶ。

【学習の到達目標】
１．看護研究の目的を理解できる。
２．研究の基礎的プロセスを理解できる。

【成績評価方法】
出席状況及び授業態度（20％）、レポート等（80％）で評価する。

【課題等のフィードバック方法】
講義終了後、質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
１．授業中の私語・飲食厳禁、携帯電話の電源をオフにしておくこと。
２．予習・復習を行うこと。
３．積極的な態度で授業に臨むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
看護師、保健師、研究者、教育者として求められる研究方法の基礎を
学び、卒業研究、就職後の研究に役立つ。

【実務家教員担当科目】
看護師免許・保健師免許を有し、総合病院の臨床経験を十分活かして
講義する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 桑名　行雄 看護における研究の意義と目
的 倫理的配慮 講義で適宜指示する。 258

2 松田　優二 文献検索の方法 講義で適宜指示する。 258

3 村上　大介 研究計画書作成の方法 講義で適宜指示する。 258

4 宮下　真子 量的研究 講義で適宜指示する。 258

5 庄子　幸恵 質的研究、文献研究 講義で適宜指示する。 258

6 全担当教員 研究計画書の書き方 講義で適宜指示する。 258

7 荒木とも子 論文の書き方、研究発表とプ
レゼンテーション 講義で適宜指示する。 258

教 科 書 随時資料を配布する。

参 考 書 山口瑞穂子、他　編著：ひとりで学べる看護研究　照林社
早川和生　編著：看護研究の進め方・論文の書き方　第 2版　医学書院

備 考 積極的に学習することを期待する。
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科 目 名 チーム医療福祉論
担 当 者

大黒　一司
科目ナンバリング 10504220132 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 3211

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 1年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　□自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
本学では、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、視能訓練士、社
会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、看護師、保健師、臨床工
学技士の 10の保健医療福祉専門職を養成している。それぞれが専門
的知識と技術を習得することは大切である。しかし、将来現場で働
く際には、本学において養成している職種に限らず多くの専門職と
関わることになる。そこで、この授業では保健医療福祉分野におい
てチームとして関わる専門職について知ることを目的として、それ
ぞれの専門職の仕事内容、保健医療福祉分野における役割、機能に
ついて講義をする。また、多職種連携の実際について実践例の紹介
を通して学ぶ。受講する学生が自身の目指す職種について他の学生
に紹介する機会や他の職種について説明を受ける機会を通して他職
種について理解することができる。

【学習の到達目標】
・他職種の専門性、業務の概要を知る
・他専攻の学生とかかわる中で自分の目指す専門職について紹介でき
る

【成績評価方法】
授業時のレスポンスペーパーの提出状況　20％
グループワーク参加状況　20％　　　課題レポート　60％

【課題等のフィードバック方法】
・講義終了後、質問を受け付け回答する。
・レスポンスペーパーによる質問を受け付け回答を書き返却する。
・次回講義時に受講者全体に向けて回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
指定された席で受講する。私語・携帯電話の使用・飲食の禁止
レスポンスペーパーは毎回必ず提出する。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
1年次から他学科・他専攻で学ぶ学生と授業を通して交流することが
できる。また、自分が目指す職種のことを他者に伝えるために一層理
解することができる。

【実務家教員担当科目】
病院・施設において多職種連携を実践していた。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 大黒　一司

保健医療福祉を支える専門職
とチームの役割
専門職の理解（紹介）1　　医
師、歯科医師、薬剤師

復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

2 大黒　一司
専門職の理解（紹介）2　看護
師、保健師、管理栄養士、臨
床工学技士

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

3 大黒　一司
専門職の理解（紹介）3　理学
療法士、作業療法士、
言語聴覚士、視能訓練士

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

4 大黒　一司
専門職の理解（紹介）4　社会
福祉士、精神保健福祉士、介
護福祉士、義肢裝具士、ほか

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

5 非常勤
多職種連携の実際：保健医療
福祉おける多職種連携の実践
の紹介

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

6 大黒　一司 グループワーク：受講者同士
の職種紹介

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

7 大黒　一司 全体の振り返りとまとめ 予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する 258

教 科 書 指定教科書は特にない
参 考 書 必要に応じて図書や文献を紹介する
備 考 質問等の問い合わせ：大黒　一司（リハビリテーション学科作業療法学専攻）
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科 目 名 社会医療福祉概論
担 当 者

森田慎二郎
科目ナンバリング 10504320133 常勤

D P 1,2,4 教員研究室 3305

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 2年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　☑該当なし

ICT活用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
保健医療福祉専門職は、患者・利用者を支援する際には、関連する
諸制度の概要を知っておく必要がある。この講義では、保健・医療・
福祉制度の概要、歴史、関連法について概観し、医療保険、介護保険、
障害者総合支援法などの仕組みとサービス内容等について学ぶ。

【学習の到達目標】
・社会保障制度の概要を説明できる。
・各種保健医療福祉制度の概要とサービス内容について説明できる。
・専門職として各種制度との関わりを理解することができる。

【成績評価方法】
期末テスト 100％

【課題等のフィードバック方法】
授業終了後、ミニッツペーパーにより質問を受け付け、次回に回答す
る。

【履修上の注意・予習・復習について】
私語厳禁

【受講して得られる効果・メリット、その他】
医療専門職として活躍するうえで有用な基礎知識が得られる。

【実務家教員担当科目】
該当なし。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 森田慎二郎 オリエンテーション、保健医
療福祉の基盤となる考え 復習として教科書で全体像を把握する。 258

2 森田慎二郎 保健・医療・福祉の諸制度（社
会保障制度の概要） 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

3 森田慎二郎 保健・医療・福祉の歴史的
展開 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

4 森田慎二郎 現代の保健・医療・福祉を支
える関連法、施設体系 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

5 森田慎二郎 社会福祉と公的扶助 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

6 森田慎二郎 医療保険の仕組みと種類① 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

7 森田慎二郎 医療保険の仕組みと種類② 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

8 森田慎二郎 年金制度の仕組みと動向 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

9 森田慎二郎 労災保険と雇用保険 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

10 森田慎二郎 介護保険制度の仕組み① 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

11 森田慎二郎 介護保険制度の仕組み② 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

12 森田慎二郎 障害者総合支援法と障害者福
祉サービス 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

13 森田慎二郎 地域包括ケアシステムにおけ
る保健医療福祉サービス① 教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

14 森田慎二郎
地域包括ケアシステムにおけ
る保健医療福祉サービス②、
まとめ

教科書、配布資料でキーワード中心に復習する。 258

教 科 書 椋野美智子・田中耕太郎著『はじめての社会保障』有斐閣アルマ
参 考 書 適宜紹介する。
備 考 特になし。
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科 目 名 専門職連携論
担 当 者

大黒　一司
科目ナンバリング 10504320134 常勤

D P 1 教員研究室 3211

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・前期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 ☑双方向型授業　□自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
疾病を抱えた患者や障害のある人の課題を解決しニーズに応えるこ
とは、対象者（利用者）に対して保健医療福祉の各分野の専門家が
協働することであると理解できる。各分野の専門職が関わることで
より質の高いサービスを提供することが可能になる。保健医療福祉
の連携は、各分野の専門職の視点も大切であるが、むしろチームと
しての視点が重要になる。しかし、チームとしてのアプローチが各
専門職の技術を持ち寄るだけでは十分とは言えない。対象者（利用者）
の課題やニーズに対する共通の理解、価値観にも基づいて関わるこ
と（連携）が重要である。
 専門職連携論では、多職種職連携が求められる背景、多職種職連携
の理念・定義、実践方法、実践事例の学習を通して連携の基盤と方
法について学ぶ。

【学習の到達目標】
・専門職連携が求められる背景について説明できる。
・専門職連携の理論及び実践方法について理解できる。

【成績評価方法】
授業時のレスポンスペーパーの提出状況　30％　　課題レポート　
70％

【課題等のフィードバック方法】
・講義終了後、質問を受け付け回答する。
・レスポンスペーパーによる質問を受け付けと次回授業時に受講者全
体に回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
指定された席で受講する。レスポンスペーパーは毎回必ず提出する。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
多職種連携科目を 1年～ 3年で体系的に学びを実践に向けて深めるこ
とができる。

【実務家教員担当科目】
病院・施設において多職種連携を実践していた。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 大黒　一司 本学における多職種連携教育（IPE） 復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

2 大黒　一司 良質な保健医療福祉サービスの提供
と多職種職連携（IPW）への期待

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

3 大黒　一司 １）IPW及び IPEの理念と定義
２）IPEの歴史と発展

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

4 大黒　一司
１）IPWの日本における現状
２）ＷＨＯによる IPEおよび連携医
療のための行動の枠組み

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

5 大黒　一司 １）IPEの目標 
２）IPWの理論と仕組み

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

6 大黒　一司 多職種連携の実践に必要なコミュニ
ケーション能力

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

7 大黒　一司 １）IPWにおける障害、阻害要因
２）他の専門職と専門性の理解

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

8 渡邊　隆夫 IPWの実際１　
医療領域における IPWの実際

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

9 非常勤 IPWの実際２　
福祉領域における IPWの実際

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

10 非常勤 IPWの実際３　
保健領域における IPWの実際

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

11 非常勤 IPWの実際４　
地域包括ケアにおける IPWの実際

予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

12
大黒　一司
他 グループワーク　IPWに必要なこと 予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する

復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

13
大黒　一司
他 グループワーク　IPWに必要なこと 予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する

復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

14 大黒　一司 全体の振り返りとまとめ 予習：事前配布資料の次回授業内容を予習する
復習：配布資料を基に授業内容を復習する。 258

教 科 書 指定教科書は特にない

参 考 書 必要に応じて図書や文献を紹介する

備 考 質問等の問い合わせ：大黒　一司（リハビリテーション学科作業療法学専攻）



看
護
学
科
　
統
合
科
目

112─ ─ 112

科 目 名 専門職連携セミナー
担 当 者

大黒　一司
科目ナンバリング 10504320135 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 3211

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 3年次・後期
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 30 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 ☑双方向型授業　□自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
これからの専門職に求められるのは、対象者（利用者）を中心とし
てその多面的なニーズに的確に応える能力です。そのためには専門
職連携という基礎的な素養の上に各々の専門性が確立されなければ
ならない。専門職としての成長と専門職連携教育の融合（trans-disci-
plinary）により、時代が求める専門職連携の中核になりうる人材育成
を目指します。

【学習の到達目標】
・自分の専門性を他の専門職に説明し、他の専門性を学ぶことができ
る。
・対象者（利用者）のニーズを多面的に理解し、考えることができる。
・専門職間の協働によって解決できる共通の課題と目標を抽出するこ
とができる。
・共通目標達成のために専門職としてのそれぞれの役割を理解し実践
できる。
・専門的立場から事例に内在する課題を見出し、各々の目標と計画を
作成することができる。

【成績評価方法】
・セミナーでのグループワークへの参加状況（70%）
・事前講義、ガイダンス、報告会への参加状況等（30%）による総合
的判断

【課題等のフィードバック方法】
・グループワーク担当教員（ファシリテーター）が適宜助言する
・発表会に向けて担当教員が助言する

【履修上の注意・予習・復習について】
グループワークにより模擬事例の討議するため積極的に参加するこ
と。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
多職種への理解が深まるばかりでなく、自らの専門性を再認識する機
会となる。

【実務家教員担当科目】
病院・施設において多専門職連携を実践していた。

授 業 計 画
1.専門職連携セミナーの目的と意義、進め方について
2.連携セミナーにおける学習方法（グループワーク）の理解
3.グループワーク、スケジュール確認、活動計画作成
4.各職の紹介とこれまでの学び、実習経験など
5.実習室ツアー
6.事例について読みあわせと情報の確認
7.用語について各職種間の共通認識
8.事例の共通目標検討
9.共通目標達成に向けた各職種の目標と問題点、問題点解決のための支援策の検討
10.共通目標達成に向けた目標と問題点、問題点解決のための支援策の共通認識と実現の可能性の検討
11.発表に向けた準備
12.リフレクション
13.発表会
14.発表会

教 科 書 随時配布する
参 考 書 講義中に提示する

備 考 集中講義となるので、講義等スケジュールに注意すること
質問、問い合わせ：作業療法学専攻　大黒　一司（3211研究室）
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科 目 名 看護学概論Ⅱ
担 当 者

〇板垣　惠子・庄子　幸恵
科目ナンバリング 1050421956 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5201、5203

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 15 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
1．科学的な根拠と理論に基づいて看護を思考するための看護理論を
学習する。
2．看護理論、看護実践に基づく看護観を構築する基礎を学習する。

【学習の到達目標】
1．看護理論を理解できる。
2．現時点での看護観を構築できる。

【成績評価方法】
・レポート（90％）、平常点（10％）

【課題等のフィードバック方法】
授業中に指示する。

【履修上の注意・予習・復習について】
1．授業中の私語・飲食は厳禁とし、携帯電話の電源をオフにすること。
2．授業の主体的に参加し、積極的に発言や質問をすること。
3．教科書をよく読み、予習・復習をすること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
1．看護理論を学習することで、対象である人間、健康、環境、看護
について理解できる。
2．自己の看護観構築の参考になる。

【実務家教員担当科目】
看護師、保健師の免許を有し、臨床経験、看護教育経験のある教員が
授業を担当する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 板垣　惠子 ガイダンス、ナイチンゲール
の看護理論

看護過程について予習・復習、ナイチンゲールの看護理論について予習・復
習 258

2 板垣　惠子 
庄子　幸恵

グループワーク・ディスカッ
ション 印象に残っている事例と看護観 258

3 板垣　惠子 ニード論 ヘンダーソンの看護理論、マズローの欲求階層論について予習・復習 258

4 板垣　惠子 セルフケア理論 ドロセア E.オレムの看護理論について予習・復習 258

5 板垣　惠子 人間関係理論 ヒルデガード　E.ペプロウ、ジョイス　トラベルビーの看護理論について予
習・復習 258

6 板垣　惠子 システム理論 シスター　カリスタ　ロイの看護理論について予習・復習 258

7 板垣　惠子 現象学的看護理論 ジーン　ワトソン、マデリン　レイニンガー、パトリシア　ベナーの看護理
論について予習・復習 258

教 科 書
1．「実践に生かす看護理論 19」城ヶ端　初子著　医学芸術社
2．「看護の基本となるもの」　ヴァージニア・ヘンダーソン著、日本看護協会出版会
3．「看護覚書」ナイチンゲール著、現代社

参 考 書 授業の中で、紹介する。
備 考 資料を使用する。
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科 目 名 成人看護実習Ⅰ B
担 当 者

〇庄子　弘子・村上　大介 
　日下由利子・伊藤　明美 
　祥雲　直樹

科目ナンバリング 10504419110 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1326・3116・1314・1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 135 単 位 選択　3単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
□グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
急性期（周手術期を含む）、回復期にある成人患者の健康レベルに応
じた看護計画を立案し、実施・評価する。受け持ち患者の症状・生
体機能管理の基本技術について理解し、指導の下に実施（もしくは
見学）する。

【学習の到達目標】
・青年期・壮年期・中年期・向老期にある対象の特徴を踏まえて、受
け持ち患者の身体的・心理的・社会的特徴を理解できる。
・急性期・回復期にある患者の生体情報から全身状態ならびに患者の
回復過程に応じたセルフケア能力をアセスメントし、回復意欲を促
進するための看護計画を立案・実施・評価できる。

【成績評価方法】
実習全過程の取り組み、成人看護実習の評価表、事前レポート、実
習レポートについて、臨地実習指導者と実習担当教員、成人看護学
領域教員が評価する。
実習全過程 4/5以上の出席により単位認定対象とする。

【課題等のフィードバック方法】
・実習期間中は、毎日の行動計画や看護実践、カンファレンスを通し
フィードバックする。
・中間カンファレンスおよび最終カンファレンスを行い、受け持ち患
者の看護実践に対
しフィードバックする。
・体験的学習内容を共有できるようにグループディスカッションを通
しフィードバックする。

【履修上の注意・予習・復習について】
詳細は臨地実習要項（成人）を参照

【受講して得られる効果・メリット、その他】
これまで学習した成人看護学における知識・技術を統合して捉え、急
性期、回復期にある成人患者の健康課題に対応する実践能力を養うこ
とができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を有し、医療機関における急性期・回復期・慢性期・終末
期の看護実践経験及び教育機関における看護教育経験を十分に活かし
て教授する。

授 業 計 画
詳細は臨地実習要項（成人）を参照 　  
1.オリエンテーション
2.各実習施設での実習（2～ 14）
3.実習病棟でのオリエンテーション
4.受け持ち患者の決定と情報収集
5.受け持ち患者の看護計画立案
6.受け持ち患者への看護援助の見学、指導のもと実施
7.受け持ち患者の情報の追加と看護計画の修正
8.中間カンファレンスの実施
実習の中間評価
9.受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実施①
10.受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実施②
11.受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の評価①
12.受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の評価②
13.最終カンファレンスの実施
14.実習目標に対するグループディスカッション   　  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 臨地実習要項（成人）を参照
参 考 書 臨地実習要項（成人）を参照
備 考 実習の詳細については、臨地実習要項（成人）を参照
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科 目 名 成人看護実習Ⅱ B
担 当 者

〇庄子　弘子・村上　大介 
　日下由利子・伊藤　明美 
　祥雲　直樹

科目ナンバリング 10504419112 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1326・3116・1314・1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 135 単 位 選択　3単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
・慢性期、終末期にある成人患者の健康レベルに応じた看護計画を立
案し、実施、評価する。
・受け持ち患者に適した看護援助、症状の緩和を図る援助を指導の下
に実施（もしくは見学）する。

【学習の到達目標】
・青年期・壮年期・向老期の特徴から、患者の身体的・精神的・社会
的側面について理解できる。
・慢性期にある患者と家族がセルフケアできるよう看護計画を立案
し、実施・評価できる。
・終末期にある患者の苦痛の緩和に努め、最後まで患者の希望にそっ
た療養生活となるよう看護計画を立案し、実施・評価できる。

【成績評価方法】
・実習全過程の取り組み、成人看護実習の評価表、事前レポート、実
習レポートについて、臨地実習指導者と実習担当教員、成人看護学
領域教員が評価する。
・実習全過程 4/5以上の出席により単位認定対象とする。

【課題等のフィードバック方法】
・実習期間中は、毎日の行動計画や看護実践、カンファレンスを通し
フィードバックする。
・中間カンファレンスおよび最終カンファレンスを行い、受け持ち事
例の看護実践に対しフィードバックを行う。
・体験的学習内容を共有できるようにグループディスカッションを通
しフィードバックする。

【履修上の注意・予習・復習について】
詳細は臨地実習要項（成人）を参照

【受講して得られる効果・メリット、その他】
既習の学習内容を統合し、成人慢性期・終末期事例の看護過程の展開、
看護技術の実践を通して、実践能力の習得が期待できる。

【実務家教員担当科目】
看護職の資格を有し、医療機関における急性期・回復期・慢性期・終
末期の看護実務経験及び教育機関における看護教育経験を十分に活か
して教授する。

授 業 計 画
 1. オリエンテーション
 2. 各実習施設での実習（2～ 13）
 3. 実習病棟でのオリエンテーション
 4. 受け持ち患者の決定と情報収集
 5. 受け持ち患者の看護計画立案
 6. 受け持ち患者への看護援助の見学、指導のもと実施
 7. 受け持ち患者の情報の追加と看護計画の修正
 8. 中間カンファレンスの実施及び実習の中間評価
 9. 受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実施①
10. 受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実施②
11. 受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の評価①
12. 受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の評価②
13. 最終カンファレンスの実施
14. 実習目標に対するグループディスカッション   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 詳細は臨地実習要項（成人）を参照
参 考 書 詳細は臨地実習要項（成人）を参照
備 考 詳細は臨地実習要項を（成人）を参照
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科 目 名 老年看護実習Ⅰ B
担 当 者

〇大槻　久美・宮下　真子 
　千葉　桂子・早坂　笑子

科目ナンバリング 10504419114 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1312、3112、5202

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 135 単 位 選択　3単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
これまで習得した知識の統合と発展を目的とし、病院において高齢
患者を受け持ち、複数の疾病や障害によって生活機能が低下してい
る高齢患者と家族に対して、身体的・心理的・社会的側面を理解し
ながら、もてる力を最大限活用して生活していけるように支援する
看護実践の基礎的能力を養う。

【学習の到達目標】
1．病院で複数の疾患・障害をもって暮らす患者と家族について理解
し，看護を実践できる。
2．患者のこれまでの生活史・価値観・人生観を大切にし関わること
ができる。
3．患者の「もてる力」を引き出す生活機能からみた看護過程が展開
できる。
4．他職種との連携・協働・社会資源の活用などについて理解できる。
5．病院における高齢者の尊厳や権利擁護の問題を明らかにし、看護
職の役割を説明できる。

【成績評価方法】
臨地実習指導者と実習担当教員により「老年看護実習Ⅰ評価表」を
用いて総合的に評価する。

【課題等のフィードバック方法】
実習中や実習後にも質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
・老年看護学概論、老年看護方法論Ⅰ・Ⅱで習得した知識および技術
を再確認しておくこと。
・施設および患者さんと家族に感謝の気持ちをもって実習に臨むこと。
・体調管理には十分気を配り、規則正しい生活を心がけること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
1．さまざまな健康障害にある高齢者に寄り添い、その人にあった看
護過程を展開するなかで，老年期を生きる人の英知・強さなどを学ぶ
ことができる。
2．高齢者の「もてる力」を引き出す生活機能重視の看護を展開する
関わりの過程で，高齢者をエンパワメントしながら自分もエンパワメ
ントされていくことを体感することができる。

【実務家教員担当科目】
臨床経験を有する教員が、その経験を生かして、病院における看護実
習を指導する。

授 業 計 画
1．オリエンテーション（学内）
2．実習施設での実習：施設・病棟オリエンテーション
3．看護過程の展開：受け持ち患者の情報収集
4．受け持ち患者の情報収集・アセスメント
5．受け持ち患者の関連図の作成、初回カンファレンスの実施　
6．1週間の学びの共有／グループディスカッション
7．受け持ち患者の看護計画の立案（学内）
8．受け持ち患者の情報の追加と看護計画の修正、中間カンファレンスの実施
9．受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実践①
10．受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実践②
11．受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実践③
12．受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の実践④
13．受け持ち患者の看護計画に基づいた看護援助の評価
14．最終カンファレンスの実施
15．実習目標に対するグループディスカッション、最終レポート提出（学内） 　  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書
系統看護学講座専門分野Ⅱ「老年看護学」医学書院
系統看護学講座専門分野Ⅱ「老年看護　病態・疾患論」医学書院
生活機能山田律子他 編；からみた看護過程＋病態・生活機能関連図，医学書院

参 考 書 亀井智子 編；根拠と事故防止からみた老年看護技術，医学書院
適宜、実習前や実習中に紹介する。

備 考 臨地実習指導者と実習担当教員への報告・連絡・相談を確実に行うこと。
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科 目 名 老年看護実習Ⅱ B
担 当 者

〇大槻　久美・宮下　真子 
　千葉　桂子・早坂　笑子

科目ナンバリング 10504419116 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1312、3112、5202

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 45 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
これまで習得した知識の統合と発展を目的とし、介護老人保健施設
または特別養護老人ホームにおいて生活する高齢者とその家族を対
象に、障害を持ちながらも高齢者のもてる力を引き出す生活機能重
視のケアの実際の学びをとおし看護を考える。高齢者や家族に対し、
これまでの生活史・価値観・人生観を大切にした関わりを持ちながら、
関係職種との連携や協働について考える。

【学習の到達目標】
1．高齢者の身体的・心理的・社会的側面を理解し、顕在的・潜在的
な「もてる力」を引き出しながら、その人らしい生活を支援する看
護を考えることができる。
2．高齢者を支える家族への看護の実際について理解することができ
る。
3．他職種の役割や社会資源について理解し、介護老人保健施設や特
別養護老人ホームにおける看護職の役割と、関係職種との連携や協
働について考えることができる。

【成績評価方法】
臨地実習指導者と実習担当教員により「老年看護実習Ⅱ評価表」を
用いて総合的に評価する。

【課題等のフィードバック方法】
実習中や実習後にも質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
・老年看護学概論，老年看護方法論Ⅰ・Ⅱで習得した知識および技術
を再確認しておくこと。
・施設および利用者さんに感謝の気持ちをもって実習に臨むこと。
・体調管理には十分気を配り、規則正しい生活を心がけること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
施設で生活する高齢者の特性を理解し、さまざまな健康障害をもつ高
齢者に寄り添い、関係職種との連携や協働により、その人にあったケ
アの展開を理解することで、老年期を生きる人の英知・強さなどを学
ぶことができる。

【実務家教員担当科目】
臨床経験を有する教員が、その経験を生かして、介護老人保健施設や
介護老人福祉施設における看護実習を指導する。

授 業 計 画
1日目：オリエンテーション（学内）
2日目：施設オリエンテーション
施設活動への参与、カンファレンス①
3日目：施設活動への参与、カンファレンス②
4日目：施設活動への参与、カンファレンス③
5日目：施設活動への参与、カンファレンス④、最終レポート提出 　  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 系統看護学講座専門分野Ⅱ「老年看護学」医学書院
系統看護学講座専門分野「老年看護 病態・疾患論」 医学書院

参 考 書 亀井智子　編；根拠と事故防止からみた老年看護技術，医学書院
適宜、実習前や実習中に紹介する。

備 考 臨地実習指導者と実習担当教員への報告・連絡・相談を確実に行うこと。
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科 目 名 小児看護実習Ⅰ B
担 当 者

〇鈴木　祐子・大池　真樹 
　塚原和香奈

科目ナンバリング 10504419118 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5208・5209・5204

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 45 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
□グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
乳幼児の成長発達の実際や日常生活行動の特徴、乳幼児と家族の特
徴や社会環境を理解するとともに、保育活動の実践を通し、乳幼児
と家族の看護に必要な知識と技術、態度を養う。

【学習の到達目標】
1.乳幼児の心身の特徴と成長発達について説明できる。
2.乳幼児の成長発達や個人差をふまえた上で、個々に合わせたコミュ
ニケーション方法を理解し、日常生活支援を実施できる。
3.成長発達をふまえた乳幼児の安全について考え、安全管理や感染
予防の観点から環境を整えることができる。
4.健康な乳幼児と家族への支援における保育士や教諭、家族、チー
ム内の連携の重要性について説明できる。
5.乳幼児をとりまく地域・社会のサポートや支援の実際について説
明できる。

【成績評価方法】
事前学習（15％）、実習態度と実習目標達成度（55％）、最終レポー
ト（30％）の合計で評価する。

【課題等のフィードバック方法】
・実習前後の面談を通して自己の課題の明確化と学修成果について
フィードバックする。
・実習中、適宜、実習内容や記録等についてフィードバックする。

【履修上の注意・予習・復習について】
・体調管理には十分気を配り、規則正しい生活を心がけること。
・主体的に学習し、自己の行動を振り返りながら、看護学生として責
任ある行動をとること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
成長発達過程にある乳幼児と家族の特徴、および乳幼児と家族を取り
巻く社会環境を理解し、看護実践のための知識と技術、態度を養うこ
とができる。

【実務家教員担当科目】
看護師業務（小児看護）に携わった経験を持つ教員が、保育園・幼稚
園・認定こども園での実習を担当する。

授 業 計 画
指定された園（保育園、幼稚園、認定こども園）において実習を行う。
1. オリエンテーション（学内）
2. 実習施設の日課に従い、保育士または教諭の指導のもと保育に参加する。
3. 0歳～ 6歳のさまざまな発達段階にある乳幼児の保育を経験する。
4. 保育に参加する中で、可能な限り以下の技術を経験する。：環境整備、授乳・食事介助（離乳食、幼児食）、排泄介助（オムツ交換、トイレ誘導
など）、清潔の援助（手洗い、はみがき）、衣服の着脱、睡眠の援助（午睡の準備と世話）、遊びの支援、など
5. 乳幼児との関わりを通し、身体発育、運動機能、言語、社会性、生活行動等の発達について理解する。
6. 家族の送迎場面などを通し、家族の役割、保育士・教諭と家族の連携について理解する。
7. 実習施設の日課や年間保育計画の特徴と意義について理解する。
8. カンファレンスを通し、他学生と学びを共有し、自己の学びを深める。
9. 学びの振り返りとまとめを行う。 （学内） 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 系統看護学講座 専門分野Ⅱ「小児看護学概論　小児臨床看護総論」医学書院
系統看護学講座 専門分野Ⅱ「小児臨床看護各論」医学書院

参 考 書 ナーシング・グラフィカ 小児看護学①② メディカ出版

備 考 担当教員連絡先
鈴木祐子：yksuzuki@ns.tbgu.ac.jp、大池真樹：ohikemaki@ns.tbgu.ac.jp、塚原和香奈：tukawaka@ns.tbgu.ac.jp
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科 目 名 小児看護実習Ⅱ B
担 当 者

〇大池　真樹・鈴木　祐子 
　塚原和香奈

科目ナンバリング 10504419120 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5209・5208・5204

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 45 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
健康障害をもつ子どもの健康レベルや成長発達段階に応じた看護支
援方法を学ぶ。

【学習の到達目標】
1．子どもの成長発達と健康障害について説明できる。2．子どもの
健康障害や入院が子どもと家族に及ぼす影響について説明できる。3．
子どもの発達段階を踏まえ、退院後の家庭や社会生活を視野に入れ、
子どもと家族が抱える健康問題解決のための看護過程が展開できる。
4．子どもと家族の生活環境について理解し、子どもと家族にふさわ
しい入院環境に向けた看護が実践できる（key word：遊び、学習、付
添家族の入院生活、きょうだい支援など）。5．常に子どもの安全・
安楽を考慮に入れた看護が実践できる。6．看護チームにおけるメン
バーとして学生が果たすべき役割を理解し説明できる。7．多職種と
の協働、チームにおける看護師の役割について説明できる。8．学習
課題に主体的に取り組み、看護学生として責任のある行動をとるこ
とができる。9．これまでに学んだ知識や技術をもとに、子どもや家族、
医療スタッフ、教員と積極的に関わりながら自分の考える看護を表
現することができる。

【成績評価方法】
カンファレンス参加状況（10％）、実習態度（15％）、実習目標達成
度と最終レポート（75％）。

【課題等のフィードバック方法】
実習前後の面談を通して自己の課題の明確化と学修成果について
フィードバックし、実習中は看護実践や記録等についてフィードバッ
クする。

【履修上の注意・予習・復習について】
体調管理には十分気を配り、規則正しい生活を心がけ、子どもと家族
に対して倫理的に関わる。主体的に学習し、自己を振り返りながら、
看護学生として責任ある行動をとる。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
健康障害のある子どもと家族の特徴を理解し、子どもと家族の健康レ
ベルや成長発達に応じた看護援助方法を学ぶことができる。

【実務家教員担当科目】
看護師に必要な能力を身につけるため、病院において、看護師や看護
師業務（小児看護）に携わった経験を持つ教員の指導の下、看護過程
を展開しながら看護ケアを実践する。

授 業 計 画
小児病棟において実習を行う。
1.オリエンテーション
2.原則 1名の子どもを受持ち看護過程を展開する。
・子どもや家族とのコミュニケーション、診療録等から必要な情報の収集、整理、分析を行う。
・看護上の問題を抽出する。
・各看護上の問題に対する看護目標、具体策を立案する。
・日々の看護を通して、看護上の問題に対する看護ケアと子どもや家族の反応を評価する。
・必要時、看護計画を修正する。
3.事前学習を十分した上で、教員および病棟看護師の指導のもと看護ケアや検査、処置を見学、または実施する。
4.カンファレンスを通して、他学生と学びを共有し、学びを深める。
5.最終日は学びの振り返りとまとめを行う。   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 系統看護学講座専門分野Ⅱ「小児看護学概論　小児臨床看護総論」医学書院
系統看護学講座専門分野Ⅱ「小児臨床看護各論」医学書院

参 考 書 「発達段階からみた小児看護過程＋病態関連図」医学書院
「エビデンスに基づく小児看護ケア関連図」中央法規

備 考 ＜連絡先＞大池真樹：ohikemaki@ns.tbgu.ac.jp　鈴木祐子：yksuzuki@ns.tbgu.ac.jp
塚原和香奈：tukawaka@ns.tbgu.ac.jp
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科 目 名 母性看護実習 B
担 当 者

〇堀米美智枝・大庭　みよ
科目ナンバリング 10504419122 常勤・非常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5207　1314　非常勤講師室
学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 90 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
分娩・産褥期にある女性とその児を受け持つ。受持ち事例を通し妊
娠期の経過、分娩の進行状況、産後の回復過程、新生児の生理につ
いて学び、対象に応じた看護計画を立案、実施、評価する。妊産褥
婦および新生児に対する基本的看護技術を見学し、実践する。

【学習の到達目標】
1. 妊産褥婦、新生児の身体や心理・社会的特性を理解し、対象の状
態に応じた看護過程を展開する。
2. 新生児の身体的特性を理解し、胎外生活の適応を促す看護援助が
実施できる。
3. 妊婦定期健康診査時の看護援助を理解できる。
4. 妊産褥婦・新生児に関連した社会資源について理解できる。

【成績評価方法】
「母性看護実習評価表」に基づき、実習内容、態度および実習レポー
トについて評価する。実習期間の 4/5以上の出席により評価する。事
前課題、レポート及び実習記録物の未提出の場合は評価対象としな
い。

【課題等のフィードバック方法】
実習時に随時質問を受け付ける。

【履修上の注意・予習・復習について】
事前課題は指定された期限内に提出すること。遅刻や欠席は、やむを
得ない事情以外は認めない。清潔なユニフォームを着用し、身だしな
みを整えて、真摯な態度で実習に臨むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
妊娠、分娩、産褥経過や個々に合わせた看護について学ぶことができ
る。

【実務家教員担当科目】
看護師および助産師の資格を有し周産期にある対象への看護経験を持
つ教員が、その経験を活かし、臨床の場で対象に合わせた安全で具体
的な援助法を指導する。

授 業 計 画
詳細は臨地実習要項専門科目、母性看護実習を参照する。
1.母性看護学実習オリエンテーション（学内実習）
実習病院の特性、医療、看護体制について調査し把握、母性看護学実習に必要な知識復習、母児のケアに必要な看護技術演習
2.妊娠期紙上事例を用いたシミュレーション実習（学内実習）
妊婦健診の流れ、ロールプレイによる事例にそった看護実践および評価、合併症のある妊産褥婦の看護の復習、地域における妊産褥婦・新生児が
活用可能な社会資源の情報整理、カンファレンス
3.分娩期の看護（学内実習）
ビデオの視聴および、モデル人形を用いた分娩期の経過と看護を学ぶ、カンファレンス
4.産褥期の看護（学内実習）
ビデオの視聴および、子宮復古観察モデル、乳房モデルを用いた産褥期の経過と看護、分娩～産褥期の紙上事例にそった看護過程の実践と評価、
カンファレンス
5.新生児の看護（学内実習）
ビデオの視聴および、モデル人形を用いた新生児の観察方法、新生児の（生後 1～ 5日）の紙上事例にそって沐浴等の看護実施、紙上事例の看護
過程についての振り返り、病院実習への課題を明確化、カンファレンス　　　
6.病院・病棟オリエンテーション（臨地実習）　　　　　　　　　　　　　　　　　
一組の母子を受け持ち、看護過程を展開する　
妊婦健診における診査内容、保健指導の見学、カンファレンス
7.一組の母子を受け持ち、看護過程を展開する（臨地実習）
妊婦健診における診査内容、保健指導の見学、カンファレンス
8.一組の母子を受け持ち、看護過程を展開する（臨地実習）
妊婦健診における診査内容、保健指導の見学、カンファレンス
9.一組の母子を受け持ち、看護過程を展開する（臨地実習）
妊婦健診における診査内容、保健指導の見学、カンファレンス
10.一組の母子を受け持ち、看護過程を展開する（臨地実習）
妊婦健診における診査内容、保健指導の見学、カンファレンス
実習の振り返りと学びの共有

教 科 書
森恵美他：系統看護学講座専門分野Ⅱ母性看護学概論母性看護学①，医学書院
森恵美他：系統看護学講座専門分野Ⅱ母性看護学各論母性看護学②，医学書院
荒木奈緒他：ナーシング ･グラフィカ母性看護学③母性看護技術，ﾒﾃﾞｨｶ出版

参 考 書 佐世正勝他：ウエルネスからみた母性看護過程 +病態関連図（第 4版），医学書院
井上裕美他：病気がみえる vol.10,産科 第 4版，MEDIC MEDIA

備 考 なし
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科 目 名 精神看護実習 B
担 当 者

　　　　　〇桑名　行雄・松田　優二
　　　　　　佐藤　大輔

科目ナンバリング 10504419124 常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1309

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 90 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　☑該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
精神科病院において、精神に障害がある患者を受け持つ。生活の障
害や対人関係・社会参加の困難さを抱える人々への援助方法を理解
し、精神的援助を実践できる基礎的能力を養う。

【学習の到達目標】
①精神疾患による生活障害、対人関係障害、社会参加の困難さを抱
える患者および家族について理解する。②患者の全体像をアセスメ
ントし、看護過程を理解する。③患者－看護師における人間関係の
あり方を理解し、患者との関係を通して自己洞察する。④患者の日
常生活場面に働きかけ、精神科看護の実際について理解する。⑤精
神科看護の提供の場とその機能について理解する。⑥地域で暮らす
精神障がい者への支援のあり方について理解する。

【成績評価方法】
実習出席状況のほか実習態度、患者とコミュニケーション、看護記録、
援助実践などの内容で評価を行う。以上の各項目の合計が 60%以上
を合格とする。

【課題等のフィードバック方法】
実習中や実習終了後、質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
①守秘義務の厳守 ②人権の尊重 ③看護者としての整容および言動の
順守 ④危険物の取り扱い・持ち込み物についての規則の順守 ⑤病棟
への入退室における注意の順守 ⑥実習場には、徒歩ないし公共機関
の利用（バイク・自家用車 : 不可） ⑦実習施設敷地内での携帯電話の
使用不可 ⑧遅刻厳禁

【受講して得られる効果・メリット、その他】
精神障がい者の治療・看護が理解でき、セルフケア能力、発達課題、
人間性や健康的な側面などをアセスメントすることで援助方法を経験
することができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を有し、精神看護の経験を十分活かして講義する。

授 業 計 画
精神科病院において、原則学生 1人に対して、1人の患者を受け持ち、精神科開放病棟ないし閉鎖病棟において実習を実施する。その実習を通して
精神疾患の症状、治療、家族や社会復帰などの様々な問題に対する援助方法と精神看護の実際を学ぶ。また、デイケアなどの社会資源の参加見学
実習を踏まえて、障害を抱えながら地域で暮らす人々への支援のあり方や支援の実際とその役割について学ぶ。  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 1）精神症状のアセスメントとケアプラン 川野雅資　編集　メヂカルフレンド社
2）エビデンスに基づく精神科看護ケア関連図（改訂版）　川野雅資　編集　中央法規

参 考 書 適宜、実習中にて提示。
備 考 なし
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科 目 名 在宅看護実習 B
担 当 者

〇作山美智子・傍島　智子 
　仙石美枝子・小笠原喜美代

科目ナンバリング 10506419131 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 5205

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 90 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
地域で暮らす人々の生活圏を訪問して暮らしを理解し、暮らしが健
康に与える影響を理解する。
病棟と外来、外来と地域、病棟と地域など、対象への継続看護が行
われるための多職種を含めた連携・協働のシステムの実際を学修す
る。

【学習の到達目標】
１．地域で生活している在宅療養者とその家族を理解する。
２．在宅で生活している療養者とその家族の看護支援ができる。
３．在宅療養を支える他職種・多機能の役割と連携・協働について
理解する。

【成績評価方法】
「在宅看護実習評価表」を用いて、臨床実習指導者と実習担当教員が
評価し、60％以上を合格とする。

【課題等のフィードバック方法】
実習中（カンファレンス等）に質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
真摯な態度で実習に臨むこと。在宅看護実習では療養者宅を訪問する
ため、マナーが最重要である。
既習の知識・技術を振り返り、実習に臨むこと。
事前・最終課題（課題内容は実習要項参照）は指定された期限内に提
出すること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
地域における人々の生活・健康課題に着目する広い視野を得ることが
できる。病院とは異なり、地域に密接した看護の実際を学ぶことがで
きる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許を有し、臨床経験を十分に活かして講義をする。

授 業 計 画
１．学内オリエンテーション、事前学習
２．訪問看護ステーション実習
・訪問看護ステーション実習では 1人の療養者を受け持ち、看護過程を展開する。
３．看護小規模多機能居宅介護、認知症対応型共同生活介護、通所リハビリテーション、通所介護等の事業所（2～ 3事業所）での実習。
・実習中は施設においてカンファレンスを行い、振り返りを行う。
・実習中は、実習記録をまとめ、翌日の事前学習（予習）を行う。
４．2週目の帰校日は、学内で学びを共有し、学習の深まりを目的としたカンファレンスを行う。    　  

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 臺有桂他編．ナーシング・グラフィカ在宅看護論①地域療養を支えるケア、メディカ出版
臺有桂他編．ナーシング・グラフィカ在宅看護論②在宅療養を支える技術、メディカ出版

参 考 書 河野あゆみ編．強みと弱みからみた在宅看護過程、医学書院
備 考 特になし
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科 目 名 公衆衛生看護実習Ⅰ
担 当 者

〇大友　美恵・佐々木明子 
　大堀　せつ・酒井美智子 
　伊藤　由佳・吉澤　千尋

科目ナンバリング 1050641998 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1325、5206

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・通年
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 45 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
保健所において次の内容を学習する。
・地域で生活する人々に必要な保健、医療、福祉領域の社会資源や各
職種間の連携を含む保健師の機能と役割を理解する。
・行政における保健活動の概要を理解する。
・地域における健康づくり対策、母子保健、精神保健、難病支援対策、
感染症対策、危機管理システムを学ぶ。

【学習の到達目標】
1.地域で生活する人々に必要な保健、医療、福祉領域の社会資源や
各職種間の連携・協働を含む地域ケアシステムの構築について学ぶ。
2.地区活動を展開する保健師の技術の実際について学ぶ。

【成績評価方法】
平常点 30%、実習記録や実習要項様式 10-①「公衆衛生看護実習Ⅰ・
Ⅱ（地域保健）評価表」を用いた評価 70%

【課題等のフィードバック方法】
実習内容や課題や記録などについて質問を受け回答する。
学内でのオリエンテーションにて振り返りをする。

【履修上の注意】
事前学習の課題を提出すること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
・公衆衛生看護活動のシステムが実際にはどのように構成され、活用
されているか、地域における人々の生活、健康課題、保健、地域組織
に直接触れることで、地域ケアシステムについて視野を広めることが
出来る。
・保健所において保健活動の方法と技術を学ぶことが出来る。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
指導する。

授 業 計 画
・オリエンテーション（佐々木・大友・大堀・吉澤・酒井・伊藤）
保健所の機能と事業展開、行政における保健師の活動の概要
 ・保健所での実習（佐々木・大友・大堀・吉澤・酒井・伊藤）
地域で生活する人々に必要な保健、医療、福祉領域の社会資源や各職種間の連携、
保健師の機能と役割
地域における健康づくり対策、母子保健、精神保健、難病支援対策、感染症対策、危機管理システム
・最終カンファレンス（佐々木・大友・大堀・吉澤・酒井・伊藤）

教 科 書
標準保健師講座１～３　医学書院
国民衛生の動向　最新版 厚生労働統計協会
臨地実習要項

参 考 書 国民衛生の動向 最新版　厚生労働統計協会
備 考 保健師国家試験受験科目として重要である。実習中の体調管理に気をつけること。
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科 目 名 公衆衛生看護実習Ⅱ
担 当 者

〇大友　美恵・佐々木明子 
　大堀　せつ・酒井美智子 
　伊藤　由佳・吉澤　千尋

科目ナンバリング 1050641999 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1325

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・通年
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 135 単 位 選択　3単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
・地域における人々の生活、健康課題、保健・看護組織を理解する。
・保健師が地域保健医療福祉活動を計画、実施、評価し、組織化する
方法と技術を学ぶ。
・母子・小児・成人・高齢者を対象とした健康教育、健康相談、健康
診査、機能訓練、訪問指導を臨地実習指導者の指示のもと学習する。

【学習の到達目標】
1.地域で生活する人々の健康問題を地域の特性と関連づけて理解す
る。
2.個人・家族・集団・組織の健康問題を実際の保健活動を通して理
解する。
3.地域における看護活動は、個人・家族・集団・組織のつながりの
中で展開されていることを理解する。

【成績評価方法】
実習要項様式 10-①「公衆衛生看護実習Ⅰ・Ⅱ（地域保健）評価表」
を用いて臨地実習指導者と実習担当教員が評価する。

【課題等のフィードバック方法】
実習内容や課題や記録などについて質問を受け回答する。
学内でのオリエンテーションにて振り返りをする。

【履修上の注意・予習・復習について】
実習する市町村の地域の衛生統計や社会的な状況について事前に学習
すること。
事前学習の課題を提出すること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
・市町村における地域保健活動のシステムが実際どのように構成され
活用されているかを学ぶことができる。
・地域における人々の生活、健康課題、保健・ケア組織に触れることで、
市町村・保健センターにおける保健師の地域保健活動を計画、実施、
評価する方法と技術の実際を学ぶことができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
指導する。

授 業 計 画
・オリエンテーション（佐々木・大友・大堀　せつ・吉澤千尋・酒井美智子・伊藤　由佳）
　市町村保健センターの機能と事業展開、行政における保健師活動の概要

・市町村・保健センターでの実習（佐々木・大友・大堀　せつ・吉澤千尋・酒井美智子・伊藤　由佳）
　地区踏査や情報収集、地域における人々の生活、健康課題等
　保健師の地域保健医療福祉活動を計画、実施、評価し、組織化する方法と技術
　母子・小児・成人・高齢者の健康教育、健康相談、健康診査、機能訓練、訪問指導

・最終カンファレンス・地域診断報告会（佐々木・大友・大堀　せつ・吉澤千尋・酒井美智子・伊藤　由佳）　   　 
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書
標準保健師講座１～３　医学書院
国民衛生の動向　最新版
臨地実習要項

参 考 書 市町村衛生統計、広報誌、事前学習レポートなど

備 考 保健師国家試験受験の必修科目であり卒業要件である。体調を整え実習に臨むこと。実習場や実習レポート、質問や問い
合わせは、市町村ごとに決められた担当教員に相談すること。



看
護
学
科

　
統
合
科
目

125─ ─

科 目 名 公衆衛生看護実習Ⅲ
担 当 者

〇大友　美恵・佐々木明子 
　大堀　せつ・酒井美智子 
　伊藤　由佳・吉澤　千尋

科目ナンバリング 10506419100 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1325,5206

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・通年
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 45 単 位 選択　1単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 ☑双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
・学校保健分野における健康増進・疾病予防についての支援を理解す
る。
・児童、生徒、学生の心身の発達、健康を阻害する因子と心身の健康、
ヘルスプロモーション教育を推進する目的と方法を学ぶ。
・事業所、職場における健康管理の実際を学習する。
・健康診断、健康相談、保健指導の実際を学習する。
・労働衛生管理、職場環境の安全について見学し学習する。

【学習の到達目標】
1.児童、生徒等の発育・発達段階の特性と健康課題を理解する。
2.養護教諭の役割・職務の実際を理解する。
3.労働衛生管理体制や健康管理の実際を理解する。
4.産業現場での保健指導や健康教育等、産業看護職の職務とその実
際を理解する。

【成績評価方法】
平常点 30%、臨地実習指導者と実習担当教員により実習要項様式⑩ -

②「公衆衛生看護実習Ⅲ（学校保健）評価表」実習要項様式⑩ -③「公
衆衛生看護実習Ⅲ（産業保健）評価表」で評価 70%

【課題等のフィードバック方法】
実習内容や課題や記録などについて質問を受け回答する。
学内でのオリエンテーションにて振り返りをする。

【履修上の注意・予習・復習について】
事前学習の課題を提出すること。事前の挨拶等、指示を守ること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
・学校保健のシステムが実際の場面でどのように活用されているかを
学ぶことができる。　・産業看護職の職務と労働者を取り巻く作業環
境を学ぶことができる。

【実務家教員担当科目】
看護師免許、保健師免許を有し、公衆衛生看護の経験を十分活かして
指導する。

授 業 計 画
・オリエンテーション（佐々木・大友・大堀・吉澤・酒井・伊藤）
学校保健分野、事業所などの産業保健分野においての学習内容
学校での実習（健康管理センターでの実習）学校保健分野における健康増進・疾病予防についての支援を
児童、生徒、学生の心身の発達、健康を阻害する要因と心身の健康、ヘルスプロモーション
事業所、職場における健康管理の実際・健康診断、健康相談、保健指導の実際
Aコース：　教育現場で子どもの健康について学ぶ
　　　　　　学校保健（母校）４日間＋産業保健（工場見学）１日間

Bコース：　産業保健に携わる保健師の活動を学ぶ
　　　　　　産業保健（健診機関３日間＋工場見学１日間）＋学校見学
・企業（事業所見学）での実習（佐々木・大友・大堀・吉澤・酒井・伊藤）
労働衛生管理、職場環境の安全
・カンファレンス
 　  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 公衆衛生看護学テキスト 4　公衆衛生看護活動Ⅱ -学校保健・産業保健 -　医歯薬出版株式会社
参 考 書 必要時指示を出す。

備 考 保健師国家試験受験の必修科目であり卒業要件です。体調を整えて実習に臨んでください。実習レポートの提出や質問、
問い合わせについては、実習施設ごとに決められた担当教員に相談すること。
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科 目 名 看護管理学Ⅱ
担 当 者

太田　晴美
科目ナンバリング 10506319102 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 1214

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・後期
授 業 形 式 講義 授 業 時 間 30 単 位 必修　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　□プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　☑自主学習支援　□該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
異文化理解やグローバルヘルスを基礎とする国内外の健康課題と在日外国人
に対する看護実践を学ぶ。平時のリスクマネジメントを踏まえて、医療現場
の危機を考える。被災時の保健医療福祉活動、受援体制、災害への備えにつ
いて学ぶ。

【学習の到達目標】
1.世界的健康課題に対する看護提供と日本の看護が果たすべき役割、諸外国、
国内において異文化、多文化的背景を考慮した看護について理解する。
2.災害医療に必要な基本的知識と、災害看護実践（災害サイクルに応じた看
護）を理解する。
3.災害時の看護技術（特に意思決定とトリアージ）について理解する。

【成績評価方法】
授業課題：20％　演習：20％　最終課題（試験形式）：60%

【課題等のフィードバック方法】
総合的な評価は、UNIPAで成績公開する。授業時間内課題、演習は授業時間
または Google Classroomでフィードバックを行う。

【履修上の注意・予習・復習について】
課題提出の期限、提出方法は厳守すること。なお、災害に関する写真、映像
等を見ることに不安がある人は、担当教員に相談してください。授業前に説
明があるので、注意深く聞くこと。携帯電話、私語禁止（マナー違反は退室）。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
これまでに学んだ基礎知識（疾患や看護等）、医療提供体制、看護システム、
リスクマネジメント等を統合する機会となる。

【実務家教員担当科目】
本講義は、医療機関で在日外国人の看護実践を有し、1995年より災害看護に
携わり、支援、調査、教育活動を現在も実践している教員が担当し、実際の
看護実践を伝授する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 太田　晴美

コースガイダンス
国際看護に必要な基礎知識（目
的とその活動／援助機関と役
割

援助機関、政府開発援助の在り方についてまとめる 258

2 太田　晴美 国際看護の目的とその活動
人道支援

人道支援の起源とスフィアプロジェクトについてまとめる
ミレニアム開発目標、2030アジェンダについてまとめる 258

3 太田　晴美

世界的な保健医療の諸事情と
看護グローバリゼーションと
健康問題
在日外国人への看護実践、EPA
看護師

在日外国人への看護実践を行うために、4年間で学んだ知識を振り返る（各
領域知識） 258

4 太田　晴美 国際情勢と看護文化を考慮し
た看護理論 看護師の倫理綱領を振り返る 258

5 太田　晴美 国際看護の実践例（ディスカッ
ション） 看護師として国際看護に携わる際に、配慮すべき事項をまとめる 258

6 太田　晴美 災害看護を理解するための基
礎知識 災害とは、災害の概念についてまとめる 258

7 太田　晴美 災害の種類、関連する法律・
制度・災害サイクル 災害の種類、関連する法律・制度・災害サイクルについてまとめる 258

8 太田　晴美 災害急性期の看護
CSCATTT、支援と受援 トリアージの概念を学び、模擬患者想定を作成する 258

9 太田　晴美
災害時に必要な意思決定とト
リアージ（グループワーク・
演習）

演習課題 258

10 太田　晴美
災害時に必要な意思決定とト
リアージ（グループワーク・
演習）

演習課題 258

11 太田　晴美 避難所・仮設住宅・在宅避難
のケア 医療機関以外での看護展開についてまとめる 258

12 太田　晴美 こころのケア、遺族支援 災害サイクルに応じたこころのケアについて考察する 258

13 太田　晴美 備災、災害看護教育、災害看
護研究 災害への備え（静穏期活動）についてまとめる 258

14 太田　晴美 災害看護の実際
まとめ・最終課題（試験形式） 災害看護の実際から、今日的課題を考察する 258

教 科 書 三澤寿美・太田　晴美編：災害看護　寄り添う、つながる、備える　学研メディカル秀潤社 2018

参 考 書 酒井明子・菊池志津子編：災害看護、南江堂、改定第 3版、2018

備 考 学生は、日本の医療現場や医療施設看護にこだわらずに、広い視野と価値観、看護観を養うことを目的としてほしい。
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科 目 名 統合看護実習 A
担 当 者

〇太田　晴美・早坂　笑子 
　学科教員

科目ナンバリング 10506419134 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1214

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・前期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 90 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
大学の講義、演習並びに領域実習体験に基づき、病院等で複数患者
受け持ち等の多重課題を通して、チームアプローチの重要性を学ぶ。

【学習の到達目標】
1.既習の知識・技術を統合・活用し、患者ケア実践を行う。
2.ケア実現のためのマネジメント能力を養う。
3.医療チームの一員として看護（看護学生）の役割を遂行する。
4.看護師の倫理綱領を遵守し、保健医療専門職として責任ある行動
ができる。
5.大学での学びと自己の看護観、および今後の自己課題を明確にする。

【成績評価方法】
実習評価は、学内演習（事前、直前、最終）、実習内容・態度・マナー、
実習記録等を評価表に基づき評価する。

【課題等のフィードバック方法】
総合成績は UNIPAで公開する。

【履修上の注意・予習・復習について】
既習の知識・技術を振り返り、実習に臨むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
実習を通して、社会に出て働く自分をイメージすることに役立つ。
経験豊富な臨床指導者、看護管理者から学びを得ることができる。

【実務家教員担当科目】
担当する指導教員は看護師資格を有している。臨床実習指導者は実習
先の現役の看護師、看護管理者、他職種からである。豊富な実務経験
を有する複数の指導者から、ケアマネジメントやチーム医療、病棟運
営等についての実際を学ぶことができる。

授 業 計 画
以下の内容を実習施設の状況に応じて実践する。

1.　学内オリエンテーション・学内演習
2.　病棟オリエンテーション
3.　複数受け持ち（多重課題）による看護展開
4.　カンファレンス・申し送り等
5.　看護管理実践見学・説明
6.　チーム医療実践見学・説明
7.　夜間（遅番）実習
8.　自己の看護観を振り返る

【担当教員】
　学科教員（全領域）が担当する。 　  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 指定しない。

参 考 書
看護管理　看護の統合と実践　上泉和子・小山秀夫・筧淳夫・鄭佳紅　医学書院　
医療安全　多職種でつくる患者安全を目指して　山内豊明・荒井有美　南江堂
災害看護　寄り添う、つながる、備える　三澤寿美・太田　晴美　学研メディカル秀潤社

備 考 各領域で使用した教科書等を参考にすること。
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科 目 名 統合看護実習 B
担 当 者

〇太田　晴美・早坂　笑子 
　学科教員

科目ナンバリング 10506419135 常勤・非常勤
D P 1,2,3,4 教員研究室 1214

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・後期
授 業 形 式 実習 授 業 時 間 90 単 位 選択　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
□グループワーク　□プレゼンテーション　☑実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
大学の講義、演習並びに領域実習体験に基づき、病院等で複数患者
受け持ち等の多重課題を通して、チームアプローチの重要性を学ぶ。

【学習の到達目標】
1.既習の知識・技術を統合・活用し、患者ケア実践を行う。
2.ケア実現のためのマネジメント能力を養う。
3.医療チームの一員として看護（看護学生）の役割を遂行する。
4.看護師の倫理綱領を遵守し、保健医療専門職として責任ある行動
ができる。
5.大学での学びと自己の看護観、および今後の自己課題を明確にする。

【成績評価方法】
実習評価は、学内演習（事前、直前、最終）、実習内容・態度・マナー、
実習記録等を評価表に基づき評価する。

【課題等のフィードバック方法】
総合成績は UNIPAで公開する。

【履修上の注意・予習・復習について】
既習の知識・技術を振り返り、実習に臨むこと。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
実習を通して、社会に出て働く自分をイメージすることに役立つ。
経験豊富な臨床指導者、看護管理者から学びを得ることができる。

【実務家教員担当科目】
担当する指導教員は看護師資格を有している。臨床実習指導者は実習
先の現役の看護師、看護管理者、他職種からである。豊富な実務経験
を有する複数の指導者から、ケアマネジメントやチーム医療、病棟運
営等についての実際を学ぶことができる。

授 業 計 画
以下の内容を実習施設の状況に応じて実践する。

1.　学内オリエンテーション・学内演習
2.　病棟オリエンテーション
3.　複数受け持ち（多重課題）による看護展開
4.　カンファレンス・申し送り等
5.　看護管理実践見学・説明
6.　チーム医療実践見学・説明
7.　夜間（遅番）実習
8.　自己の看護観を振り返る

【担当教員】
学科教員（全領域）が担当する。 　  
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 指定しない。

参 考 書
看護管理　看護の統合と実践　上泉和子・小山秀夫・筧淳夫・鄭佳紅　医学書院　
医療安全　多職種でつくる患者安全を目指して　山内豊明・荒井有美　南江堂
災害看護　寄り添う、つながる、備える　三澤寿美・太田　晴美　学研メディカル秀潤社

備 考 各領域で使用した教科書等を参考にすること。
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科 目 名 卒業研究　
担 当 者

〇板垣　惠子・学科教員
科目ナンバリング 10506319107 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5201

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・通年
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 60 単 位 必修　2単位

アクティブ・ラーニング □協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　☑ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

I C T 活 用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
看護に関わる事象の中から、研究につながる課題を見つけ、看護研
究を行い、研究のプロセスを学ぶ。研究に対する関心をもち、研究
的な視点を理解することで、将来、看護師、保健師、研究者、教育
者となった際の、研究的素地を身につける。また、論文の作成の仕方、
プレゼンテーションの方法についても学ぶ。

【学習の到達目標】
１．看護研究の目的が理解できる。
２．研究の基礎的プロセスを実施を通して理解できる。
３．卒業研究論文を作成し、研究成果を発表できる。

【成績評価方法】
研究への取り組みの姿勢、研究論文、プレゼンテーションを総合し
て評価表に基づいて評価する。

【課題等のフィードバック方法】
講義終了後、質問を受け付け回答する。

【履修上の注意・予習・復習について】
研究に積極的に参加すること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
看護師、保健師、研究者、教育者として求められる研究的素地の習得
が期待できる。

【実務家教員担当科目】
看護師、保健師、助産師の免許を有し、臨床経験、看護教育経験、研
究者としての経験を有する教員等が担当する。

授 業 計 画
１．オリエンテーション－看護における研究の意義、倫理的配慮－
２．研究テーマの検討
３．文献調査
４．研究計画書の作成 (1)研究テーマの決定
５．研究計画書の作成 (2)研究デザインの決定
６．研究計画書の作成 (3)対象の選定
７．研究計画書の作成 (4)データの種類と収集方法の選定
８．実施 (1)データの収集   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

教 科 書 なし
参 考 書 演習時に指定する。

備 考

次の教員の指導のもとに、積極的に看護研究に取り組むことを期待する。板垣惠子、桑名行雄、作山美智子、大槻久美、
戸田孝史、小田切孝人、沼崎宗夫、佐々木明子、堀米美智恵、庄子弘子、庄子幸恵、太田　晴美、大池真樹、鈴木祐子、
松田優二、荒木とも子、宮下真子、村上大介、千葉桂子、日下由利子、大場みよ、大友恵美。伊藤明美、祥雲直樹、大崎真、
塚原和香奈、傍島智子
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科 目 名 看護学特別演習
担 当 者

〇板垣　惠子・学科教員
科目ナンバリング 10506419136 常勤

D P 1,2,3,4 教員研究室 5201

学科（専攻） 看護学科 配 当 年 次 4年次・後期
授 業 形 式 演習 授 業 時 間 30 単 位 必修　1単位

アクティブ・ラーニング ☑協定等に基づく外部機関と連携した課題解決型授業　□ディスカッション・ディベート
☑グループワーク　☑プレゼンテーション　□実習・フィールドワーク　□該当なし

ICT活用 □双方向型授業　□自主学習支援　☑該当しない 「数理・データサイエン
ス・AI」授業 該当しない

【授業内容】
4年前期までに学んだ看護に関する講義・演習・臨地実習を整理し、
看護師になるための総合された能力を培う機会とする。過去の看護
師国家試験の内容を分析し、試験問題を理解するための勉強に取組
みながら看護師として必要とされる知識を身につける。それぞれの
時点での自分の実力を把握し、看護師国家試験に向けて、自ら不足
している知識の学習を深める。

【学習の到達目標】
臨床における看護師として必要な総合的知識を学修する。これまで
行われた看護師国家試験問題に取り組み、4年間学習してきたことを
整理し、理解を深める。看護師国家試験合格のための実力を身につ
ける。

【成績評価方法】
試験 90%、出席日数および授業態度・演習態度 10%は減点法とし、
総合点で評価する。

【課題等のフィードバック方法】
試験結果や学習態度等については、その都度学生にフィードバックし、
今後の学習等について相談、指導を行う。

【履修上の注意・予習・復習について】
統合的な知識を整理・学習について、自己分析を行い、目標・目標達
成のための計画を作成して、能動的な態度で学習に臨むこと。何度か
模擬試験を行う予定だが、欠席せず必ず受験すること。

【受講して得られる効果・メリット、その他】
4年間の学習を振り返り、看護師に必要とされる統合的な知識を整理・
学習することができる。

【実務家教員担当科目】
全ての科目を実務家教員が担当する。

授 業 計 画

回 担当教員 学習内容
学習課題・必要な学習時間

予習・復習 時間（分）

1 未定 オリエンテーション 第２回目の予習 65

2 未定 病態治療学 第 2回の復習
第 3回の予習 65

3 未定 基礎看護学 第 3回の復習
第 4回の予習 65

4 未定 成人看護学 第 4回の復習
第 5回の予習 65

5 未定 老年看護学 第 5回の復習
第 6回の予習 65

6 未定 小児看護学 第 6回の復習
第 7回の予習 65

7 未定 母性看護学 第 7回の復習
第 8回の予習 65

8 未定 精神看護学 第 8回の復習
第 9回の予習 65

9 未定 地域・在宅看護学 第 9回の復習
第 10回の予習 65

10 未定 公衆衛生看護学・看護の統合 第 10回の復習
講座全体の予習 65

11 未定 学内・外部模擬試験 出題問題に関する理解不足、誤答問題の振返り 65

12 未定 学内・外部模擬試験 出題問題に関する理解不足、誤答問題の振返り 65

13 未定 学内・外部模擬試験 出題問題に関する理解不足、誤答問題の振返り 65

14 未定 学内・外部模擬試験 出題問題に関する理解不足、誤答問題の振返り 65

教 科 書 オリエンテーション時に指示する。
参 考 書 オリエンテーション時に指示する。
備 考 看護学科の全教員が担当する。



Faculty of Medical Science and Welfare
Department of Nursing

医療福祉学部

2022
教務課

東北文化学園大学
TOHOKU BUNKA GAKUEN UNIVERSITY

981-8551 仙台市青葉区国見6丁目45－1
TEL 022-233-6116  FAX 022-233-6419
教務課　kyomu@office.tbgu.ac.jp シラバス

シ
ラ
バ
ス

21086116／医療福祉学部_看護学科_表紙_背幅6mm　■C　■M　■Y　■BK

2
0
2
2




